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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）におけるマシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）
ワイヤレス通信のための方法であって、
　Ｍ２Ｍデバイスが、前記ワイヤレスＷＡＮにおいて少なくとも１つの物理レイヤ順方向
リンクフレームの少なくとも１つのサブスロット中にパケットの少なくとも１つのコピー
を受信することと、ここにおいて、前記パケットのコピーが、前記少なくとも１つの物理
レイヤ順方向リンクフレームの複数のサブスロットの各々中で基地局によって送信され、
　前記Ｍ２Ｍデバイスが、前記パケットの１つまたは複数の追加のコピーが前記複数のサ
ブスロットのうちの１つまたは複数の追加のサブスロット中で前記基地局によって送信さ
れる前に、前記パケットについての復号および復調状態に応答してスリープ状態に入るこ
とと
を備え、
　前記複数のサブスロットが、前記少なくとも１つの物理レイヤ順方向リンクフレームの
少なくとも１つのページングスロットの複数のサブスロットを備え、前記少なくとも１つ
のページングスロット中のページングチャネルの未使用帯域幅中にシステム情報が挿入さ
れ、前記システム情報を送信するために前記ページングチャネルが再利用される、方法。
【請求項２】
　前記スリープ状態に入ることが、
　前記基地局への物理レイヤ肯定応答メッセージの送信なしに前記スリープ状態に入るこ



(2) JP 6382212 B2 2018.8.29

10

20

30

40

50

と
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スリープ状態に入った後に、前記パケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答
メッセージが前記基地局に送信されない、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　単一の物理レイヤ順方向リンクフレームのタイムスロットが前記複数のサブスロットに
分割される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記パケットの前記１つまたは複数の追加のコピーが前記基地局から送信される間、前
記スリープ状態にとどまること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局からパイロット信号を受信することと、
　前記基地局から送信された順方向リンク通信の強度を判断することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記パケットを正常に復号するために必要とされる前記パケットのコピー数を推定する
こと、前記推定が、前記順方向リンク通信の前記判断された強度に少なくとも部分的に基
づく、
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のサブスロットが、前記少なくとも１つの物理レイヤ順方向リンクフレームの
少なくとも１つの肯定応答スロット、または少なくとも１つのトラフィックスロットのサ
ブスロットをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの物理レイヤ順方向リンクフレームの前記少なくとも１つのサブス
ロットを識別することと、
　前記パケットの前記少なくとも１つのコピーを受信するために、前記少なくとも１つの
サブスロット中にアウェイクモードに入ることと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのサブスロット中に前記パケットの前記少なくとも１つのコピーを
受信するために、１つまたは複数の無線機をアクティブにすることと、
　前記パケットの前記少なくとも１つのコピーの受信時に前記１つまたは複数の無線機を
非アクティブにすることと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記復号および復調状態が、前記パケットを正常に復号するために必要とされる前記パ
ケットの前記推定された数のコピーを受信することを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記復号および復調状態が、前記少なくとも１つのタイムスロット中に受信された前記
パケットの前記少なくとも１つのコピーに基づいて、前記パケットを正常に復号すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数のサブスロットが、第１の物理レイヤ順方向リンクフレームの第１のサブスロ
ットと、前記第１の物理レイヤ順方向リンクフレームとは異なる第２の物理レイヤ順方向
リンクフレームの第２のサブスロットとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）におけるマシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）
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ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　前記ワイヤレスＷＡＮにおいて少なくとも１つの物理レイヤ順方向リンクフレームの少
なくとも１つのサブスロット中にパケットの少なくとも１つのコピーを受信するための手
段と、ここにおいて、前記パケットのコピーが、前記少なくとも１つの物理レイヤ順方向
リンクフレームの複数のサブスロットの各々中で基地局によって送信され、
　前記パケットの１つまたは複数の追加のコピーが前記複数のサブスロットのうちの１つ
または複数の追加のサブスロット中で前記基地局によって送信される前に、前記パケット
についての復号および復調状態に応答してスリープ状態に入るための手段と
を備え、
　前記複数のサブスロットが、前記少なくとも１つの物理レイヤ順方向リンクフレームの
少なくとも１つのページングスロットの複数のサブスロットを備え、前記少なくとも１つ
のページングスロット中のページングチャネルの未使用帯域幅中にシステム情報が挿入さ
れ、前記システム情報を送信するために前記ページングチャネルが再利用される、装置。
【請求項１５】
　マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）において
ワイヤレス通信を管理するためのコンピュータプログラムであって、前記コンピュータプ
ログラムは、請求項１乃至１３のいずれかの方法を実行するためにプロセッサによって実
行可能な命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、マシンツーマシン（Ｍ２
Ｍ：machine-to-machine）ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ：wide area ne
twork）における通信に関する。ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデ
ータ、メッセージング、ブロードキャスト、センサーデータ、追跡データなど、様々なタ
イプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用
可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、および電力）を共有することによっ
て複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであり得る。その
ような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割
多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交
周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のデバイスのための通
信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。いくつかの例では、これらのデ
バイスは、データを収集し、基地局を介してこのデータをエンドサーバに送信するように
構成されたセンサーおよび／またはメーターであり得る。これらのセンサーおよび／また
はメーターはＭ２Ｍデバイスと呼ばれることがある。Ｍ２Ｍデバイスと基地局との間の通
信は、順方向リンクおよび逆方向リンク上で行われ得る。各基地局は、セルのカバレージ
エリアと呼ばれることがあるカバレージ範囲を有する。Ｍ２Ｍデバイスは、逆方向リンク
上で基地局にデータを送信し得る。基地局は、順方向リンク上でＭ２Ｍデバイスにデータ
を送信し得る。
【０００３】
　[0003]基地局が逆方向リンク上で受信されたデータを正常に復号したとき、基地局は、
データが正常に受信され、復号されたことをＭ２Ｍデバイスに通知するために、順方向リ
ンク上で肯定応答（ＡＣＫ）メッセージを送信し得る。同様に、順方向リンク上でデータ
を正常に受信し、復号したとき、Ｍ２Ｍデバイスは、逆方向リンク上でＡＣＫメッセージ
を送信するように要求され得る。
【０００４】
　[0004]単一の基地局が多数のＭ２Ｍデバイスと通信し得る。各Ｍ２ＭデバイスからＡＣ
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Ｋメッセージを送信することは、逆方向リンクの貴重な帯域幅を必要とする。さらに、逆
方向リンク上で基地局にＡＣＫメッセージを返信するために、Ｍ２Ｍデバイスの電力およ
び他のリソースが必要とされる。逆方向リンク上でのＡＣＫメッセージの送信は、Ｍ２Ｍ
デバイスの電源の非効率的な使用をもたらし得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]説明する特徴は、概して、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ワイヤレスワイドエリア
ネットワーク（ＷＡＮ）において逆方向リンク送信を最小限に抑えるための１つまたは複
数の改善されたシステム、方法、および／または装置に関する。本システムおよび方法は
また、デバイスがＭ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて順方向リンク送信を受信するためにア
ウェイクモード（awake mode）にある時間を最小限に抑えることによって、Ｍ２Ｍデバイ
スの電力を節約し得る。一実施形態では、逆方向リンク送信を低減するために、Ｍ２Ｍワ
イヤレスＷＡＮにおいて逆方向リンク制御チャネルが利用不可能であり得る。その結果、
逆方向リンク上で物理レイヤＡＣＫメッセージを送信するための逆方向リンク肯定応答（
ＡＣＫ）チャネルが利用可能でない。逆方向リンク制御チャネルの利用不可能性は、逆方
向リンクチャネルを使用する順方向リンクチャネルステータス情報の送信をなくすことに
よって、逆方向リンク送信をさらに低減する。
【０００６】
　[0006]一構成では、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいてワイヤレス通信を管理するための
方法について説明する。Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレー
ムのタイムスロット中にパケットを受信したＭ２Ｍデバイスによって、そのパケットが復
号され、復調され得る。パケットは基地局によって送信され得る。Ｍ２Ｍデバイスは、パ
ケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが基地局に送信され
る前にスリープ状態に入り得る。
【０００７】
　[0007]一実施形態では、スリープ状態に入ることは、基地局への物理レイヤＡＣＫメッ
セージの送信なしにスリープ状態に入ることを含み得る。一構成では、スリープ状態に入
った後に、パケットの受信を示すための物理レイヤＡＣＫメッセージが基地局に送信され
ないことがある。
【０００８】
　[0008]一例では、物理レイヤ順方向リンクフレームのタイムスロットが複数のサブスロ
ットに分割され得る。パケットのコピーが複数のサブスロットの各々中に挿入される。さ
らに、複数のサブスロットのうちの少なくとも１つが複数のサブチャネルに分割される。
一実施形態では、パケットの追加のコピーが基地局から送信される間、Ｍ２Ｍデバイスは
スリープ状態にとどまり得る。パケットの追加のコピーは複数のサブスロットの各々中に
送信され得る。
【０００９】
　[0009]一構成では、パイロット信号が基地局から受信され得る。基地局から送信された
順方向リンク通信の強度が、パイロット信号を使用して判断され得る。さらに、パケット
を復調するために必要とされるパケットのコピー数が推定され得る。推定は、順方向リン
ク通信の判断された強度に少なくとも部分的に基づき得る。
【００１０】
　[0010]一実施形態では、タイムスロットは、物理レイヤ順方向リンクフレームのページ
ングスロット、ＡＣＫスロット、またはトラフィックスロットを含み得る。物理レイヤ順
方向リンクフレームのタイムスロットが識別され得、Ｍ２Ｍデバイスは、パケットを受信
するために、識別されたタイムスロット中にアウェイクモードに入り得る。識別されたタ
イムスロット中にパケットを受信するために、１つまたは複数の無線機がアクティブにさ
れ得る。１つまたは複数の無線機は、パケットの受信時に非アクティブにされ得る。１つ
または複数の無線機は、パケットの追加のコピーが送信される前に非アクティブにされ得
る。
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【００１１】
　[0011]Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおけるワイヤレス通信のために構成されたＭ２Ｍデバ
イスについても説明する。本デバイスは、プロセッサと、プロセッサと電子通信している
メモリとを含み得る。命令がメモリに記憶され得る。命令は、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮに
おいて物理レイヤ順方向リンクフレームのタイムスロット中に受信されたパケットを復号
し、復調するためにプロセッサによって実行可能であり得る。パケットは基地局によって
送信され得る。命令はまた、パケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ）
メッセージが基地局に送信される前に、Ｍ２Ｍデバイスをスリープ状態に入れるためにプ
ロセッサによって実行可能であり得る。
【００１２】
　[0012]Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおけるワイヤレス通信のために構成された装置につい
ても説明する。本装置は、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレ
ームのタイムスロット中に受信されたパケットを復号し、復調するための手段を含み得る
。パケットは基地局によって送信され得る。本装置はまた、パケットの受信を示すための
物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが基地局に送信される前にスリープ状態に入る
ための手段を含み得る。
【００１３】
　[0013]Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいてワイヤレス通信を管理するためのコンピュータ
プログラム製品についても説明する。本コンピュータプログラム製品は、Ｍ２Ｍワイヤレ
スＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレームのタイムスロット中に受信されたパケ
ットを復号し、復調するためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コ
ンピュータ可読媒体を含み得る。パケットは基地局によって送信され得る。命令はまた、
パケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが基地局に送信さ
れる前にスリープ状態に入るためにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１４】
　[0014]説明する方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するため
の形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。当業者には発明を実施するた
めの形態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が明らかになるので、発明を実施す
るための形態および特定の例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００１５】
　[0015]以下の図面を参照すれば、本発明の性質および利点のさらなる理解が得られ得る
。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、
同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要
素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベル
のみが明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同
じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】[0016]ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0017]Ｍ２Ｍ通信を実装するワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）を
含むワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３Ａ】[0018]ページングシステムの一実施形態を示すブロック図。
【図３Ｂ】[0019]ワイヤレス通信システムの一実施形態を示すブロック図。
【図４Ａ】[0020]様々な実施形態による、順方向リンク通信を管理するためのデバイスを
示すブロック図。
【図４Ｂ】[0021]順方向リンク通信モジュールの一実施形態を示すブロック図。
【図５Ａ】[0022]様々な実施形態による、逆方向リンク通信を管理するためのデバイスを
示すブロック図。
【図５Ｂ】[0023]逆方向リンク通信モジュールの一実施形態を示すブロック図。
【図６】[0024]様々な実施形態による、順方向リンク通信を管理するためのデバイスを示
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すブロック図。
【図７】[0025]様々な実施形態による、パケットの複数のコピーを作成し、順方向リンク
フレームのタイムスロット中にＭ２Ｍデバイスに送信するように構成され得る通信システ
ムのブロック図。
【図８】[0026]様々な実施形態による、逆方向リンク通信を管理するためのデバイスを示
すブロック図。
【図９】[0027]様々な実施形態による、逆方向リンク通信を管理するためのＭ２Ｍデバイ
スのブロック図。
【図１０】[0028]Ｍ２Ｍデバイスによるパケットの日和見的（opportunistic）復号を可
能にするために順方向リンク通信上でＭ２Ｍデバイスにパケットの複数のコピーを送信す
ることの一例を示すブロック図。
【図１１】[0029]Ｍ２Ｍデバイスの電力を節約するために逆方向リンク通信を管理するた
めの方法の一例を示すフローチャート。
【図１２】[0030]逆方向リンク通信を管理することによってＭ２Ｍデバイスの電力を節約
するための方法の一例を示すフローチャート。
【図１３】[0031]順方向リンク通信を管理することによってＭ２Ｍデバイスの電力を節約
するための方法の一例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　[0032]Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮの順方向リンク上でＭ２Ｍデバイスによって受信された
パケットの日和見的復号方式を与えることによってＭ２Ｍデバイスの電力を節約するため
の方法、システム、およびデバイスについて説明する。旧来のセルラーシステムは、Ｍ２
Ｍデバイスと基地局との間の逆方向リンク通信を可能にするために追加の物理レイヤチャ
ネルを採用し得る。たとえば、物理レイヤＡＣＫメッセージを搬送するために、Ｍ２Ｍデ
バイスと基地局との間に逆方向リンク制御チャネルがセットアップされ得る。しかしなが
ら、これらのチャネルをセットアップし、物理レイヤＡＣＫメッセージを送信することは
、逆方向リンク上の帯域幅とＭ２Ｍデバイスの電力とを必要とする。Ｍ２ＭワイヤレスＷ
ＡＮでは、Ｍ２Ｍデバイスの電力を節約することが望ましいことがある。その結果、セル
ラーシステムの旧来の手法はＭ２ＭワイヤレスＷＡＮについての著しい欠点をもたらす。
【００１８】
　[0033]電力効率を改善するために、Ｍ２Ｍデバイスは、それが逆方向リンク上で行う送
信の量を最小限に抑え得る。さらに、デバイスは、順方向リンクチャネル上で基地局から
送信される情報を受信するための、それの起動時間ならびにそれの無線機がオンである時
間をも最小限に抑え得る。
【００１９】
　[0034]順方向リンクフレーム中にＭ２Ｍデバイスに情報が送信され得る。フレームは、
いくつかのデバイスのための情報を搬送するために様々なスロットを含み得る。異なるタ
イプの情報（たとえば、ページング、データなど）ごとにスロット化された順方向リンク
送信は、Ｍ２Ｍデバイスが、そのＭ２Ｍデバイスに宛てられた情報を含むあるスロット中
にのみ起動し、それの無線機をオンにすることを可能にし得る。デバイスは、情報の所望
の数のサンプルをキャプチャし、その情報を処理し、できるだけ早くスリープ状態に戻り
得る。したがって、本システムおよび方法は、基地局のカバレージエリア内でのアップフ
ェード（up-fade）サイクルおよびデータレート変動を利用するので日和見的である、順
方向リンク上の受信の早い終了を可能にする。本システムおよび方法はまた、デバイスの
起動時間を最小限に抑えることによってＭ２Ｍデバイスの電力効率を改善する。
【００２０】
　[0035]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲において記載された範囲
、適用性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱するこ
となく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、
適宜に様々なプロシージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、
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説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省
略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明する特徴は、他
の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２１】
　[0036]最初に図１を参照すると、ブロック図に、ワイヤレス通信システム１００の一例
が示されている。システム１００は、基地局１０５（またはセル）と、マシンツーマシン
（Ｍ２Ｍ）デバイス１１５と、基地局コントローラ１２０と、コアネットワーク１３０と
を含む（コントローラ１２０はコアネットワーク１３０に組み込まれ得る）。システム１
００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。
【００２２】
　[0037]基地局１０５は、基地局アンテナ（図示せず）を介してＭ２Ｍデバイス１１５と
ワイヤレス通信し得る。基地局１０５は、複数のキャリアを介して基地局コントローラ１
２０の制御下でＭ２Ｍデバイス１１５と通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それ
ぞれの地理的エリアに通信カバレージを与え得る。ここでは、各基地局１０５のためのカ
バレージエリアは１１０－ａ、１１０－ｂ、または１１０－ｃとして識別される。基地局
のためのカバレージエリアは、セクタ（図示しないが、カバレージエリアの一部分のみを
構成する）に分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば
、マクロ基地局、ピコ基地局、および／またはフェムト基地局）を含み得る。マクロ基地
局は比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径３５ｋｍ）に通信カバレージを与え得る
。ピコ基地局は比較的小さい地理的エリア（たとえば、半径１０ｋｍ）にカバレージを与
え得、フェムト基地局は比較的より小さい地理的エリア（たとえば、半径１ｋｍ）に通信
カバレージを与え得る。異なる技術について重複するカバレージエリアがあり得る。
【００２３】
　[0038]Ｍ２Ｍデバイス１１５はカバレージエリア１１０全体にわたって分散され得る。
各Ｍ２Ｍデバイス１１５は固定または移動であり得る。一構成では、Ｍ２Ｍデバイス１１
５は、限定はしないが、マクロ基地局、ピコ基地局、およびフェムト基地局など、異なる
タイプの基地局と通信することが可能であり得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、他のデバイ
ス、環境条件などを監視および／または追跡するセンサーおよび／またはメーターであり
得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５によって収集された情報は、基地局１０５を含むネットワー
ク上でサーバなどのバックエンドシステムに送信され得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５への／
からのデータの送信は、基地局１０５を通してルーティングされ得る。基地局１０５は順
方向リンク上でＭ２Ｍデバイスと通信し得る。一構成では、基地局１０５は、Ｍ２Ｍデバ
イス１１５にデータおよび／またはメッセージを搬送するためのチャネルを含むいくつか
のタイムスロットをもつ順方向リンクフレームを生成し得る。一例では、各順方向リンク
フレームは、３つ以下のタイムスロットと１つまたは複数の対応するチャネルとを含み得
る。これらのスロットおよびチャネルは、ページングチャネルをもつページングスロット
と、ＡＣＫチャネルをもつＡＣＫスロットと、トラフィックチャネルをもつトラフィック
スロットとを含み得る。個々のフレームの長さは短くなり得る（たとえば、２０ミリ秒（
ｍｓ））。一実施形態では、４つのフレームが接合されて、８０ｍｓの持続時間をもつよ
り大きいフレームが形成され得る。より大きいフレーム中に含まれる各フレームは、ペー
ジングチャネルのためのページングスロット、ＡＣＫチャネルのためのＡＣＫスロット、
およびトラフィックチャネルのためのトラフィックスロットなど、３つ以下のタイムスロ
ットおよびチャネルを含み得る。各フレームのページングスロットとＡＣＫスロットはそ
れぞれ５ｍｓの長さを有し得、各フレームのトラフィックスロットは１０ｍｓの長さを有
し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、そのＭ２Ｍデバイス１１５に宛てられたそれのチャネ
ル上にデータおよび／またはメッセージを含む（より大きいフレーム内の）個々のフレー
ム中に起動し得る。
【００２４】
　[0039]一構成では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、逆方向リンク上で基地局１０５にパケッ
トの１つまたは複数のコピーを送信し得る。基地局１０５は、パケットが基地局１０５に
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よって復号されたことをＭ２Ｍデバイスに通知するために、順方向リンク上でＡＣＫメッ
セージを送信し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、ＡＣＫメッセージが受信されるまでパケ
ットのコピーを送信し続け得、受信時に、Ｍ２Ｍデバイス１１５はパケットのコピーの送
信を中止し得る。
【００２５】
　[0040]一実施形態では、逆方向リンク制御チャネルが利用不可能であり得る。逆方向リ
ンク制御チャネルは、Ｍ２Ｍデバイス１１５が基地局１０５から情報を正常に受信したこ
とを示すためのＡＣＫメッセージをＭ２Ｍデバイス１１５から基地局１０５に搬送するた
めに使用され得る。逆方向リンク制御チャネルが利用不可能であるので、ＡＣＫメッセー
ジは、逆方向リンク上で基地局１０５に送信され得ない。その結果、Ｍ２Ｍデバイス１１
５は、物理レイヤＡＣＫメッセージを送信しないことによって電力を節約し得る。
【００２６】
　[0041]一実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は他のデバイスに組み込まれ得るか、ま
たはＭ２Ｍデバイス１１５はスタンドアロンデバイスであり得る。たとえば、セルラーフ
ォンおよびワイヤレス通信デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、他のハンドヘルドデバイ
ス、ネットブック、ノートブックコンピュータ、監視カメラ、ハンドル付き医療用走査デ
バイス、家庭用電気器具などのデバイスが１つまたは複数のＭ２Ｍデバイス１１５を含み
得る。
【００２７】
　[0042]一例では、ネットワークコントローラ１２０は、基地局のセットに結合され、こ
れらの基地局１０５の調整および制御を行い得る。コントローラ１２０は、バックホール
（たとえば、コアネットワーク１２５）を介して基地局１０５と通信し得る。基地局１０
５はまた、直接もしくは間接的におよび／またはワイヤレスバックホールもしくはワイヤ
ラインバックホールを介して互いに通信し得る。
【００２８】
　[0043]図２に、一態様による、Ｍ２Ｍサービスを実装するワイヤレスワイドエリアネッ
トワーク（ＷＡＮ）２０５を含むワイヤレス通信システム２００の一例を示す。システム
２００は、いくつかのＭ２Ｍデバイス１１５－ａと、Ｍ２Ｍサーバ２１０とを含み得る。
サーバ２１０とＭ２Ｍデバイス１１５との間の通信は、ＷＡＮ２０５の一部と見なされ得
る基地局１０５を通してルーティングされ得る。基地局１０５－ａは、図１に示された基
地局の一例であり得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａは、図１に示されたＭ２Ｍデバイス１
１５の例であり得る。図２に示されたＭ２Ｍデバイス１１５－ａ、ＷＡＮ２０５、および
Ｍ２Ｍサーバ２１０の量は例示のためにすぎず、限定するものとして解釈されるべきでな
いことを、当業者なら理解されよう。
【００２９】
　[0044]ワイヤレス通信システム２００は、Ｍ２Ｍ通信を可能にするように動作可能であ
り得る。Ｍ２Ｍ通信は、人間の介入がない１つまたは複数のデバイス間の通信を含み得る
。一例では、Ｍ２Ｍ通信は、ユーザ介入がない、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａなどのリモー
トマシンと、Ｍ２Ｍサーバ２１０などのバックエンドＩＴインフラストラクチャとの間の
データの自動交換を含み得る。ＷＡＮ２０５（たとえば、基地局１０５－ａ）を介したＭ
２Ｍデバイス１１５－ａからＭ２Ｍサーバ２１０へのデータの転送が、逆方向リンク通信
を使用して実行され得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａによって収集されたデータ（たとえ
ば、監視データ、センサーデータ、メーターデータなど）が逆方向リンク通信上でＭ２Ｍ
サーバ２１０に転送され得る。
【００３０】
　[0045]基地局１０５－ａを介したＭ２Ｍサーバ２１０からＭ２Ｍデバイス１１５－ａへ
のデータの転送は順方向リンク通信を介して実行され得る。順方向リンクは、Ｍ２Ｍデバ
イス１１５－ａに命令、ソフトウェアアップデート、および／またはメッセージを送るた
めに使用され得る。命令は、機器、環境条件などをリモートで監視するようにＭ２Ｍデバ
イス１１５－ａに命令し得る。Ｍ２Ｍ通信は、限定はしないが、リモート監視、測定およ
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び状態記録、フリート管理およびアセット追跡、インフィールド（in-field）データ収集
、配信、および記憶など、様々な適用例とともに使用され得る。基地局１０５－ａは、命
令、ソフトウェアアップデート、および／またはメッセージを送信するためのチャネルを
もつ少数のタイムスロットをもつ１つまたは複数の順方向リンクフレームを生成し得る。
様々なＭ２Ｍデバイス１１５－ａは、特定のフレームのタイムスロット中のチャネル上に
命令または他のデータが含まれるとき、そのフレームのタイムスロット中に起動し得る。
一般に、基地局１０５－ａは、２つ以上のＭ２Ｍデバイス１１５に情報のパケットを送信
し得る。各デバイス１１５は、パケットの受信時に逆方向リンク通信上で物理レイヤＡＣ
Ｋメッセージを送信し得る。複数のＭ２Ｍデバイス１１５からの逆方向リンク上でのＡＣ
Ｋメッセージの送信は、各Ｍ２Ｍデバイス１１５に不要な電力量を消費させ得る。その結
果、本システムおよび方法は、Ｍ２Ｍデバイス１１５が、特定のスロット中に起動し、情
報のパケットを受信し、逆方向リンク上で物理レイヤＡＣＫメッセージを送信することな
しにスリープ状態に戻ることを可能にし得る。
【００３１】
　[0046]一構成では、異なるアドレス指定フォーマットを使用する異なるワイヤレスアク
セスネットワークでは、異なるタイプのＭ２Ｍ通信が提案され得る。異なるアドレス指定
フォーマットは、異なるタイプのＭ２Ｍデバイス１１５－ａが異なるサービスのために使
用されることにつながり得る。一態様では、Ｍ２Ｍサーバ２１０と通信するために使用さ
れるＷＡＮ技術とは無関係のＭ２Ｍデバイス１１５－ａを維持し得るＭ２Ｍネットワーク
が実装され得る。そのような態様では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａおよびＭ２Ｍサーバ２
１０は、使用されるＷＡＮ技術とは無関係にされ得る。その結果、バックホール通信のた
めに使用されるＷＡＮ技術は、すでに設置されていることがあるＭ２Ｍデバイス１１５－
ａに影響を及ぼすことなしに、異なるＷＡＮ技術と置き換えられ得る。たとえば、Ｍ２Ｍ
デバイス１１５－ａによって使用されるアドレス指定フォーマットが、実装されたＷＡＮ
技術によって使用されるアドレス指定に連結されていないことがあるので、Ｍ２Ｍサーバ
２１０とＭ２Ｍデバイス１１５－ａとは、ＷＡＮ技術によって使用されるアドレス指定フ
ォーマットには関係なく互いに通信し得る。
【００３２】
　[0047]一実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａの挙動はあらかじめ定義され得る。
たとえば、別のデバイスを監視し、収集された情報を送信すべき日、時間などが、Ｍ２Ｍ
デバイス１１５－ａについてあらかじめ定義され得る。たとえば、Ｍ２Ｍデバイス１１５
－ａ－１は、別のデバイスを監視し始め、第１のあらかじめ定義された時間期間でその別
のデバイスに関する情報を収集するようにプログラムされ得る。デバイス１１５－ａ－１
はまた、第２のあらかじめ定義された時間期間で、収集された情報を送信するようにプロ
グラムされ得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａの挙動は、デバイス１１５－ａに対してリモ
ートでプログラムされ得る。ページングメッセージを送信するために使用されるデータレ
ートおよびデューティサイクルは、様々な状態に応じてフレキシブルであり得る。ページ
ングメッセージを送信するために使用される動的に変化するデータレートに関する詳細に
ついては以下で説明する。
【００３３】
　[0048]図３Ａは、基地局１０５－ｂとＭ２Ｍデバイス１１５－ｂとを含むページングシ
ステム３００の一実施形態を示すブロック図である。基地局１０５－ｂは、図１または図
２の基地局１０５の一例であり得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、図１または図２のＭ
２Ｍデバイス１１５の一例であり得る。
【００３４】
　[0049]図１または図２のシステムなど、ワイヤレス通信システムでは、バッテリー電力
とエアリンクリソースとが効率的な方法でネットワーク接続性をデバイスの大きい集団（
たとえば、Ｍ２Ｍデバイス１１５）に与えるために、スリープ状態およびページングの概
念が重要である。スリープ状態は、デバイスの送信／受信回路の全部または一部を停止す
ることによってバッテリー電力消費量を最小限に抑えるための動作モードをＭ２Ｍデバイ
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ス１１５－ｂに与え得る。さらに、スリープ状態のＭ２Ｍデバイス１１５－ｂは専用エア
リンクリソースを割り振られないことがあり、したがって、多数のＭ２Ｍデバイスが同時
にサポートされ得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがトラフィックアクティビティを有しな
い時間間隔中に、デバイス１１５－ｂは、リソースを節約するためにスリープ状態にとど
まり得る。
【００３５】
　[0050]ページングは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがスリープ状態から周期的に起動する
ことと、順方向リンク通信（たとえば、基地局１０５－ｂからＭ２Ｍデバイス１１５－ｂ
への通信）上でページングメッセージ３０５を受信し、処理するようにＭ２Ｍデバイス１
１５－ｂを動作させることとを伴い得る。基地局１０５－ｂは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－
ｂがいつ起動すべきであるかに気づいていることがある。したがって、基地局１０５－ｂ
がＭ２Ｍデバイス１１５－ｂに連絡するかまたはそれをページングすることを意図した場
合、基地局１０５－ｂは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂが起動してページングチャネルを監
視するようにスケジュールされたときに、順方向リンクフレームの１つまたは複数のペー
ジングスロットの全部または一部分中にページングチャネル中でページングメッセージ３
０５を送り得る。しかしながら、基地局１０５－ｂは、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮ中の各Ｍ
２Ｍデバイス１１５の信号強度に気づいていないことがある。その結果、基地局１０５－
ｂは、第１のページングチャネルを使用して高データレートでページングメッセージを送
信し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂの信号強度があまりに低いので、デバイス１１５－
ｂがページングメッセージ３０５を適切に復調することができない場合、基地局１０５－
ｂは、デバイス１１５－ｂにメッセージを送信するために使用されるデータレートを動的
に変更し得る。さらに、基地局１０５は、それがページングメッセージ３０５を送信する
頻度を増加させ得、デバイス１１５－ｂは、より低いデータレートで送られるページング
メッセージ３０５を監視するためにそれが起動する頻度を増加させ得る。一構成では、基
地局１０５－ｂが、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがページングメッセージを受信したことを
確認するページング応答３１０を受信しなかった場合、基地局１０５－ｂは、より頻繁に
およびより低いデータレートでページングスロット中に第２のページングチャネル上でペ
ージングメッセージ３０５を再送信し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがページングメッ
セージ３０５を受信し、ページング応答３１０を送信するまで、および／またはページン
グメッセージ３０５の一定数の送信が行われるまで、基地局１０５－ｂはページングメッ
セージ３０５を再送信し得る。これらのイベントの一方または両方が発生した場合、基地
局１０５－ｂおよびＭ２Ｍデバイス１１５－ｂは前のページングサイクルの下で動作する
ことに戻り得、基地局１０５－ｂは、第１のページングチャネルを使用して高データレー
トでデバイス１１５－ｂにページングメッセージを送信することに戻り得る。
【００３６】
　[0051]Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂの２つの連続する起動期間の間の時間間隔は、ページ
ングサイクルと呼ばれることがある。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂが、ページングメッセー
ジ３０５を受信することに関係する処理を実行していないとき、Ｍ２Ｍデバイス１１５－
ｂは、ページングサイクルの一部分中にスリープ状態で動作し得る。スリープ状態の恩恵
を最大にするために、ページングシステム３００は長いページングサイクルを使用し得る
。たとえば、データシステムでは、ページングサイクルは約５分であり得る。上述のよう
に、基地局１０５－ｂが、ページングメッセージ３０５の受信の成功を示すページング応
答３１０を受信しなかった場合、基地局１０５－ｂは、ページング応答３１０が受信され
るまで、より小さいページングサイクルを使用してページングメッセージ３０５を再送信
し得る。ページングメッセージ３０５の再送信は、同じチャネルまたは異なるチャネルを
使用して行われ得る。さらに、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、ページングメッセージ３０
５のためのフレームのページングスロットを監視するために、より周期的に起動し得る（
すなわち、より短いページングサイクル）。
【００３７】
　[0052]一実施形態では、フレームのページングスロット中に使用されるページングチャ
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ネルは、いくつかのページングメッセージ３０５を搬送するのに十分な帯域幅を有し得る
。一例では、ページングチャネルは、ページングメッセージ３０５の最大量よりも少なく
搬送し得る。基地局１０５－ｂは、ページングスロット中のページングチャネルの余分の
未使用帯域幅中にシステム情報を挿入し得る。システム情報は、基地局１０５－ｂから送
信された信号のタイミングを収集するためにいくつかのＭ２Ｍデバイス１１５によって使
用され得る。システム情報を送信するためにページングチャネルを再利用することにより
、そのような情報を搬送するために（順方向リンクフレームの全体的な長さを増加させ得
る）順方向リンクフレームの追加のタイムスロット中に追加のチャネルをセットアップす
る必要が回避される。その結果、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、それらがアウェイクモードに
ある時間量を最小限に抑えることによって電力を節約し得る。ページングチャネルを再利
用することによって、順方向リンク上で送信されるフレームのタイムスロットが短く保た
れ得、それにより、Ｍ２Ｍデバイス１１５ができる限り迅速にスリープモードに戻ること
が可能になる。
【００３８】
　[0053]ページングメッセージ３０５の受信時に、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、ページ
ングメッセージ３０５において指定された任意の動作を行い得る。一例では、Ｍ２Ｍデバ
イス１１５－ｂは、ページングメッセージ３０５を受信し、ページングメッセージが受信
されたことを示すための物理レイヤＡＣＫメッセージを基地局１０５－ｂに送信すること
なしにスリープ状態に戻り得る。代替的に、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、基地局１０５
－ｂとのアクティブ接続を確立するために基地局１０５－ｂにアクセスし得る。
【００３９】
　[0054]図３Ｂは、ワイヤレス通信システム３２０の一実施形態を示すブロック図である
。システム３２０は、基地局１０５－ｃとＭ２Ｍデバイス１１５－ｃとを含み得る。基地
局１０５－ｃおよびＭ２Ｍデバイス１１５－ｃは、図１、図２、または図３Ａの基地局お
よびＭ２Ｍデバイスの例であり得る。一構成では、基地局１０５－ｃは、順方向リンク通
信３２５のために使用される論理チャネルのための限られた数のタイムスロットをもつ順
方向リンクフレームを使用してＭ２Ｍデバイス１１５－ｃと通信し得る。Ｍ２Ｍデバイス
１１５－ｃは、逆方向リンク通信３３０を使用して基地局１０５－ｃと通信し得る。順方
向リンク通信と逆方向リンク通信とを使用して行われる通信は、上記で説明したようにＭ
２Ｍ通信であり得る。これらの通信は、基地局１０５－ｃとＭ２Ｍデバイス１１５－ｃと
によって使用されるエアインターフェースプロトコルに主に応じて、様々な形態をとり得
る。
【００４０】
　[0055]基地局１０５－ｃは、一般にそれぞれ順方向リンク通信と逆方向リンク通信とを
定義するために周波数帯域のペアを使用して、１つまたは複数のキャリア周波数上で通信
するように構成され得る。基地局１０５－ｃはまた、複数のセルセクタを定義するように
構成された指向性アンテナ要素のセットを含み得る。所与のキャリア周波数上の各セクタ
中のＭ２Ｍ通信は、所与のセクタ中の通信を擬似ランダム雑音（pseudo-random noise）
オフセット（「ＰＮオフセット」）などのセクタ固有コードで変調することによって、他
のセクタ中の通信と区別され得る。さらに、各セクタ中のＭ２Ｍ通信は、それぞれ時分割
多重化（ＴＤＭ）を通して定義され得る制御チャネルとトラフィックチャネルとに分割さ
れ得る。
【００４１】
　[0056]一実施形態では、信号は、順方向リンク通信３２５および逆方向リンク通信３３
０上でフレームフォーマットで送信され得る。フレームフォーマット内で、情報は、通信
リンク３２５、３３０を介して通信されるべき実際のペイロードデータに従ってパケット
化され、フォーマットされ得る。一構成では、順方向リンク通信３２５上で送信されるフ
レームのフォーマットは、様々なチャネルのための様々なタイムスロットを含み得る。一
実施形態では、フレームは、ページングチャネルのためのページングスロットと、ＡＣＫ
チャネルのためのＡＣＫスロットと、トラフィックチャネルのためのトラフィックスロッ
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トとを含み得る。上述のように、ページングメッセージ３０５および／またはシステム情
報は、ページングスロット中にＭ２Ｍデバイス１１５－ｃに（ページングサイクルに従っ
て）ページングチャネル中で送信され得る。ＡＣＫメッセージは、信号またはデータが基
地局１０５－ｃにおいて正常に復号され、復調されたとき、ＡＣＫタイムスロット中にＭ
２ＭデバイスにＡＣＫチャネル中で送信され得る。トラフィックデータは、トラフィック
タイムスロット中にＭ２Ｍデバイス１１５－ｃにトラフィックチャネル中で送信され得る
。Ｍ２Ｍ通信において順方向リンク通信３２５上で使用されるフレームは短いデューティ
サイクルに基づき得る。
【００４２】
　[0057]保存者電力に対して、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、データ、ページングメッセージ
３０５などを受信するために特定の順方向リンクフレームの特定のタイムスロット中にの
み起動し得る。その結果、Ｍ２Ｍ通信におけるフレーム構造はＭ２Ｍデバイスごとにスロ
ット化され得る。したがって、各デバイス１１５は、それのデータを取り出すために必要
とされるフレームのスロットについてのみ起動する必要があり得る。一実施形態では、順
方向リンクフレームのタイムスロットは複数のサブスロットに分割され得る。基地局１０
５－ｃは、各サブスロット中にパケットのコピーを送信し得る。デバイス１１５がサブス
ロットのうちの１つ中に順方向リンク通信３２５上のパケットを復号し、復調したとき、
デバイス１１５は、パケットのコピーが受信されたことを示すＡＣＫメッセージを基地局
に送信する前にスリープ状態に戻り得る。一例では、デバイス１１５は基地局１０５－ｃ
に物理レイヤＡＣＫメッセージを送信しないことがある。その結果、基地局１０５－ｃへ
のＡＣＫメッセージの返信をなくすことによって、Ｍ２Ｍデバイス１１５において電力が
節約され得る。基地局１０５－ｃは、Ｍ２Ｍデバイス１１５がスリープ状態に戻っていて
も、残りのサブスロット中に残りのコピーを送信し続け得る。
【００４３】
　[0058]パケットの各コピーは、サブスロットのサブチャネルを使用して高データレート
で送信され得る。一構成では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃは、Ｍ２Ｍデバイス１１５が、
データパケットのコピーを正常に復号し、復調することが可能になる前に、基地局１０５
－ｃから送信される必要があるパケットのコピー数を推定し得る。この推定は、基地局１
０５－ｃから送信されるパイロット信号の受信信号強度に基づき得る。
【００４４】
　[0059]一実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃのバッテリー電力、およびＭ２Ｍデ
バイス１１５－ｃと基地局１０５－ｃとの間のエアインターフェースリソースを節約する
ために、逆方向リンク通信３３０は早く終了され得る。上述のように、順方向リンクフレ
ームは、ＡＣＫメッセージが基地局１０５－ｃから送信され得るＡＣＫスロットを含み得
る。スロット中にＡＣＫメッセージを送信するために使用されるチャネルはランダムアク
セスチャネルであり得る。基地局１０５－ｃは、逆方向リンク通信３３０を使用してＭ２
Ｍデバイス１１５－ｃから送られた逆方向リンク物理レイヤパケットの受信に肯定応答す
るＡＣＫメッセージを搬送するために、そのチャネルを使用し得る。一構成では、順方向
リンクフレームの状態が好都合であるように見えるとき、より多数のＡＣＫメッセージが
ＡＣＫパケット中で送信され得る。これは、パケットが基地局によって正常に復号される
まで、Ｍ２Ｍデバイスが逆方向リンク通信３３０上で送信しなければならない、パケット
のコピー数を識別することを含み得る。同様に、順方向リンクの状態が好都合であるよう
に見えないとき、より少数のＡＣＫメッセージがＡＣＫパケット中で送信され得る。パケ
ット中のＡＣＫメッセージの数を増加および減少させることは、Ｍ２ＭデバイスにＡＣＫ
メッセージを送信するために使用されるデータレートを効果的に変更する。その結果、あ
らゆるＡＣＫメッセージを最も低いデータレートで送るのではなく、いくつかのＡＣＫメ
ッセージは順方向リンク上でより高いデータレートで送られ得る。ＡＣＫ（すなわち、Ａ
ＣＫメッセージ）がより高いデータレートでＭ２Ｍデバイス１１５－ｃに送信されたとき
、デバイス１１５－ｃは、そのＡＣＫをより迅速に受信し、復号し得、したがって、順方
向リンクＡＣＫスループットが増加し、ＡＣＫが低データレートを使用して送信された場
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合よりも早い時間期間に逆方向リンク通信３３０が終了する。
【００４５】
　[0060]一構成では、逆方向リンク通信３３０の動作帯域は複数の逆方向リンク周波数チ
ャネルに分割され得る。各周波数チャネル内で、複数のＭ２Ｍデバイス１１５のための逆
方向リンク通信を多重化するためにＣＤＭＡ技法が使用され得る。一例では、各逆方向リ
ンク周波数チャネルはそれ自体のライズオーバサーマル（ＲＯＴ：rise over thermal）
動作点を有し得る。少なくとも１つの周波数チャネルが低データレートランダムアクセス
チャネルとして専用化され得る。逆方向リンク通信３３０の動作帯域を分割すると、逆方
向リンク通信に低ＲＯＴ動作ターゲット（たとえば、１デシベル（ｄＢ）以下）が与えら
れ得る。低ＲＯＴは、経路損失が大きいロケーション中のデバイスのためのリンクバジェ
ット要件を低減し得る。
【００４６】
　[0061]一例では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃの電力効率を高めるために、逆方向リンク
通信３３０のために狭帯域周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）技法が使用され得る。この技
法は、逆方向リンク通信３３０の動作帯域をいくつかの狭帯域周波数チャネルに分割する
ことを含み得る。基地局１０５－ｃは、各狭帯域チャネルのステータスおよび割当てを各
Ｍ２Ｍデバイス１１５にブロードキャストし得る。ステータスは「ビジー」または「アイ
ドル」であり得る。一実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃは、狭帯域周波数チャネ
ルがデバイス１１５－ｃに割り当てられた場合のみ、データを送信し得る。信号対干渉雑
音比（ＳＩＮＲ）分布を活用し、逆方向リンク通信３３０において複数のデータレートを
サポートするために、狭帯域ＦＤＭＡ技法に（上記で説明した）逆方向リンク通信３３０
の早い終了が組み込まれ得る。
【００４７】
　[0062]次に図４Ａを参照すると、ブロック図が、様々な実施形態による、順方向リンク
通信を管理するためのデバイス４００を示している。デバイス４００は、図１、図２、図
３Ａ、および／または図３Ｂに関して説明した基地局１０５の１つまたは複数の態様の一
例であり得る。デバイス４００はまた、プロセッサであり得る。デバイス４００は、受信
機モジュール４０５、順方向リンク通信モジュール４１０、および／または送信機モジュ
ール４１５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信中であり得る。
【００４８】
　[0063]デバイス４００のこれらの構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の
一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）とともに、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１
つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上
で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラム
され得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャードＡＳＩＣ／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つま
たは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットさ
れた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００４９】
　[0064]受信機モジュール４０５は、パケット、データ、および／またはデバイス４００
が受信または送信したものに関するシグナリング情報などの情報を受信し得る。受信され
た情報は、様々な目的のために順方向リンク通信モジュール４１０によって利用され得る
。
【００５０】
　[0065]受信機モジュール４０５は、逆方向リンク通信３３０を使用してＭ２Ｍデバイス
１１５から送られた逆方向リンク物理レイヤパケットを受信するように構成され得る。受
信機モジュール４０５はまた、Ｍ２Ｍデバイス１１５に通信するためにバックエンドサー
バから命令、動作のセット、メッセージなどを受信するように構成され得る。順方向リン
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ク通信モジュール４１０は１つまたは複数の順方向リンクフレームを生成し得る。これら
のフレームは、論理チャネルを使用して情報が送信され得る最小数のタイムスロットを含
む短いデューティサイクルフレームであり得る。順方向リンクフレームは、複数のＭ２Ｍ
デバイスとの通信のためにスロット化され得る。順方向リンクフレームに関する詳細につ
いては以下で説明する。
【００５１】
　[0066]順方向リンク通信モジュール４１０は、パケットが逆方向リンク３３０上で正常
に受信され、復号されたことを示すＡＣＫメッセージを生成し得る。送信機モジュール４
１５は、順方向リンクフレーム中でＭ２Ｍデバイス１１５にＡＣＫメッセージを送信する
ように構成され得る。順方向リンクフレームのチャネル中でＡＣＫを最も低いデータレー
トで送信する代わりに、ＡＣＫはより高いデータレートで送信され得、したがって、前に
説明したように、受信機４０５によって逆方向リンク３３０上で受信される通信の終了が
早くなる。
【００５２】
　[0067]一実施形態では、順方向リンク通信モジュール４１０は、送信機モジュール４１
５を介していくつかのＭ２Ｍデバイス１１５に送信すべきいくつかのページングメッセー
ジ３０５を生成し得る。ページングメッセージ３０５は、基地局１０５が、特定のＭ２Ｍ
デバイス１１５に基地局１０５と交信するように要求していることをそのＭ２Ｍデバイス
１１５にアラートし得る。一構成では、ページングメッセージ３０５は、Ｍ２Ｍデバイス
１１５がページングメッセージを正常に復調するかどうかに応じて、異なるデータレート
でページングタイムスロット中にページングチャネル（またはページングチャネルのサブ
チャネル）中で送信され得る。
【００５３】
　[0068]一構成では、ページングチャネルは、ページングメッセージ３０５を最大数より
も少なく含み得る。ページングチャネルが最大数のページングメッセージ３０５を含まな
い場合、ページングスロットはアイドルと判断され得る。ページングチャネルの未使用容
量は、ページングチャネル中にシステム情報を挿入することによって利用され得る。シス
テム情報は、次いで、順方向リンクフレームのページングタイムスロット中にページング
チャネル中でＭ２Ｍデバイス１１５にブロードキャストされ得る。このタイプの情報を送
信するための順方向リンクフレーム中の追加のチャネルおよびタイムスロットは回避され
る。代わりに、システム情報を送信するためにアイドルページングタイムスロットが再利
用され得る。
【００５４】
　[0069]Ｍ２Ｍデバイス１１５がページングメッセージ３０５を正常に復号したとき、受
信機モジュール４０５はページング応答３１０を受信し得る。受信機モジュール４０５が
ページング応答３１０を受信しなかったとき、順方向リンク通信モジュール４１０は、ペ
ージングメッセージ３０５を再送信するように送信機モジュール４１５に命令するように
構成され得る。送信機モジュール４１５は、ページングメッセージ３０５の元の送信より
も低いデータレートでおよび高い頻度でメッセージ３０５を再送信し得る。受信機モジュ
ール４０５によってページング応答３１０が受信されたとき、および／またはメッセージ
３０５の一定数の再送信が送信された後に、送信機モジュール４１５は再送信を中止し得
る。送信機モジュール４１５は、異なる順方向リンクフレームの異なるサブページングチ
ャネル上でページングメッセージ３０５を送信および再送信し得る。一構成では、ページ
ングメッセージ３０５を送信するためにページングチャネルが必要とされないとき、順方
向リンク通信モジュール４１０は、システム情報を生成し、順方向リンクフレームのペー
ジングチャネル中に挿入し得る。送信機モジュール４１５は、フレームのページングチャ
ネル中でシステム情報をＭ２Ｍデバイス１１５に送信し得る。一構成では、送信機４１５
は、複数のフレームの複数のページングチャネルを使用して情報を送信し得る。ページン
グメッセージは、異なるデータレートでおよび異なるページングサイクルで異なるページ
ングチャネル中で送信され得る。
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【００５５】
　[0070]図４Ｂは、順方向リンク通信モジュール４１０－ａの一実施形態を示すブロック
図である。モジュール４１０－ａは、図４Ａの順方向リンク通信モジュールの一例であり
得る。一例では、モジュール４１０－ａは、順方向リンクフレーム生成モジュール４２０
と、ＡＣＫ生成モジュール４２５と、ページングスロット再利用モジュール４３０と、ペ
ージングサイクル選択モジュール４３５と、ページングチャネル選択モジュール４４０と
、共有トラフィックチャネルフォーマッティングモジュール４４５と、順方向リンクパケ
ットフォーマッティングモジュール４５０とを含み得る。
【００５６】
　[0071]順方向リンクフレーム生成モジュール４２０は、順方向リンク３２５上での（た
とえば、基地局からＭ２Ｍデバイスへの）通信のために使用されるべき物理レイヤフレー
ムを生成し得る。生成されたフレームは、短いデューティサイクルと、少数のスロット化
物理レイヤチャネルとに基づき得る。たとえば、モジュール４２０は、合計２０ミリ秒（
ｍｓ）である順方向リンク物理レイヤフレームを生成し得る。モジュール４２０によって
生成されるフレームのスロット化動作により、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、それがデータを
期待するフレームのスケジュールされたタイムスロット中にのみ起動し、それの無線機を
オンにすることが可能になり得る。その結果、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、フレームの長さ
よりも短い間アウェイクモードにあり得る。
【００５７】
　[0072]順方向リンクフレームの物理チャネルの各々は、時分割多重化（ＴＤＭ）され得
る、パイロットシンボルとデータシンボルの両方を含み得る。一構成では、モジュール４
２０によって生成される順方向リンクフレームは、ページングスロットと、ＡＣＫスロッ
トと、トラフィックスロットとを含み得る。ページングメッセージおよび他の情報は、ペ
ージングタイムスロット中に順方向リンク通信３２５上でＭ２Ｍデバイス１１５にページ
ングチャネル中で送信され得る。ＡＣＫメッセージおよび追加情報は、ＡＣＫスロット中
にＡＣＫチャネル（たとえば、ランダムアクセスチャネル）中で送信され得る。データメ
ッセージは、トラフィックスロット中にＭ２Ｍデバイス１１５にトラフィックチャネル中
で送信され得る。
【００５８】
　[0073]ＡＣＫ生成モジュール４２５は、順方向リンク通信３２５上で送信すべきＡＣＫ
メッセージを生成し得る。メッセージは、順方向リンクフレーム生成モジュール４２０に
よって生成される順方向リンクフレームの一部であるＡＣＫチャネル中で送信され得る。
一構成では、チャネルは、ＡＣＫパケット中で複数のＡＣＫを送信するために使用され得
る。パケット中の各ＡＣＫはＭ２Ｍデバイス１１５の識別子（ＩＤ）であり得る。ＩＤは
Ｍ２ＭデバイスのネットワークＩＤであり得る。さらに、ＩＤはネットワークＩＤの圧縮
バージョンであり得る。たとえば、圧縮ＩＤは、Ｍ２Ｍデバイス１１５のネットワークＩ
Ｄのハッシュであり得る。一構成では、ＡＣＫ生成モジュール４２５は、ＡＣＫパケット
を作成するために複数のＡＣＫをグループ化し得る。一実施形態では、ＡＣＫパケットは
、順方向リンクのチャネル状態に応じて異なる量のＡＣＫを含み得る。
【００５９】
　[0074]いくつかの事例では、ページングスロットは、いくつかの順方向リンクフレーム
にわたってアイドルであり得る。たとえば、ページングスロット中のページングチャネル
の容量が全容量でないことがある。たとえば、ページングスロットは、Ｍ２Ｍデバイス１
１５のためにページングメッセージ３０５を送信するようにスケジュールされないことが
ある。その結果、ページングチャネルは空（たとえば、ページングメッセージ３０５なし
）であり得る。ページングスロット再利用モジュール４３０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５に
システム情報を通信するためにアイドルページングスロットを再利用し得る。システム情
報は、システムタイミングおよびセクタ番号情報を含み得、ページングタイムスロット中
のＭ２Ｍデバイス１１５への送信のためにページングチャネル中に挿入され得る。したが
って、Ｍ２Ｍデバイス１１５にシステム情報を搬送するための順方向リンクフレーム内の
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追加のチャネルの確立が回避され得る。代わりに、ページングスロット再利用モジュール
４３０は、フレームのページングスロット中のアイドルページングチャネル中にシステム
情報を挿入し得る。
【００６０】
　[0075]一実施形態では、ページングサイクル選択モジュール４３５は、Ｍ２Ｍデバイス
にページングメッセージを送信するための特定のページングサイクルを選択し得る。モジ
ュール４３５は、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮ中のＭ２Ｍデバイス１１５のためにページング
サイクルを動的に変更するためにフレキシブルなページング方式を与え得る。ページング
サイクル選択モジュール４３５は、デバイス１１５からページング応答３１０が受信され
たかどうか、時刻、Ｍ２Ｍデバイス１１５の動作状態などに応じて、ページングサイクル
を動的に変更し得る。
【００６１】
　[0076]一構成では、ページングチャネル選択モジュール４４０は、順方向リンク通信３
２５を使用してＭ２Ｍデバイス１１５にページングメッセージを送信するためにページン
グチャネルのサブチャネル間で選択し得る。たとえば、選択モジュール４４０は、１次ペ
ージングチャネルと２次ページングチャネルとの間で選択し得る。モジュール４４０は、
１次ページングチャネルと２次ページングチャネルとを使用してＭ２ＭワイヤレスＷＡＮ
においてページングメッセージが異なるデータレートで送信されることを可能にするペー
ジング方式を与え得る。１次ページングチャネルはより長いページングサイクルのために
使用され得るが、２次ページングチャネルはより短いページングサイクルのために使用さ
れ得る。一構成では、ページングチャネルは符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）チャネルであ
り得る。一例では、ページングチャネルは時分割多元接続（ＴＤＭＡ）チャネルであり得
る。
【００６２】
　[0077]共有トラフィックチャネルフォーマッティングモジュール４４５は、複数のＭ２
Ｍデバイスによって共有され得る順方向リンクフレーム中のトラフィックチャネルをフォ
ーマットし得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５が所与のトラフィックチャネルサイクル内の共有
トラフィックチャネル上でデータを期待しているとき、デバイス１１５は、ＩＤフィール
ドによって示されるそれのデータを見つけるまで、トラフィックチャネルサイクル中に複
数の順方向リンクフレームにわたってトラフィックチャネルスロットを読み取り続け得る
。その結果、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、それのデータを見つけるのに必要であるよりも長
くアウェイクのままであり得る。フォーマッティングモジュール４４５は、Ｍ２Ｍデバイ
ス１１５の起動時間を最小限に抑えるような方法でトラフィックチャネルをフォーマット
し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、共有トラフィックチャネル上でそれのデータを得るた
めに特定のフレームのどのスロットを起動すべきかを判断し得る。どのスロットについて
起動すべきかを判断するために、Ｍ２Ｍデバイスは、それのＩＤに対してハッシング関数
のセットを使用し得る。Ｍ２Ｍデバイスはまた、それがそれのデータを受信すると期待す
ることができるスロットを判断するために、予想されるデータレートにおけるスロットの
数と、そのレートにおけるユーザの総数とを使用し得る。トラフィックチャネルは、デバ
イスがどのスロットを使用すべきかを判断することを可能にするようにモジュール４４５
によってフォーマットされ得る。たとえば、モジュール４４５は、ハッシングされたスロ
ットが、データ、または実際のデータが位置するスロットへのポインタのいずれかを含ん
でいるように、共有トラフィックチャネルをフォーマットし得る。第１のフレームのスロ
ットがすべてのポインタを含み得ない場合、モジュール４４５は、オーバーフローフラグ
を設定し、ハッシングされたＭ２Ｍデバイスがそれのデータについて検査することができ
る別のフレームの別のスロットへのポインタを与え得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５のための
すべてのデータが単一のスロット中に収容され得ない場合、モジュール４４５は、残りの
データが送信される別のスロットへのポインタを含むようにチャネルのトレーラフィール
ドをフォーマットし得る。
【００６３】
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　[0078]順方向リンクパケットフォーマッティングモジュール４５０は、順方向リンク通
信３２５上で送信されるべきパケットをフォーマットし得る。一例では、モジュール４５
０はパケットの複数のコピーを作成し得る。さらに、モジュール４５０は、パケットの単
一のコピーを順方向リンクフレーム中のタイムスロットのサブスロット中に挿入し得る。
一実施形態では、順方向リンクフレームのタイムスロット（たとえば、ページングスロッ
ト、ＡＣＫスロット、トラフィックスロット）はいくつかのサブスロットに分割され得る
。順方向リンクパケットフォーマッティングモジュール４５０は、パケットの単一のコピ
ーを生成されたサブスロットの各々中に挿入し得る。一構成では、タイムスロット中にパ
ケットを搬送するために使用されるチャネルも、いくつかのサブチャネルに分割され得る
。その結果、サブチャネルは、順方向リンク通信３２５上でパケットのコピーを搬送する
ために各サブスロット中に使用され得る。各サブチャネルは、高データレートでパケット
のコピーを送信するために使用され得る。
【００６４】
　[0079]パケットフォーマットは、パケットが順方向リンク上で送信されるタイムスロッ
ト（たとえば、ページング、ＡＣＫ、トラフィック）に応じて変わり得る。たとえば、ペ
ージングスロット中に、パケットのコピーは２０キロビット毎秒（ｋｂｐｓ）で送信され
得る。パケットの各コピーは１００ビット（８４ビットのデータ、８つのテールビット、
および巡回冗長検査（ＣＲＣ：cyclic redundancy check）のための８ビット）を含み得
る。ＱＰＳＫ変調方式が使用され得、パケットのコピーは５ｍｓの間送信され得る。その
結果、パケットの４つの繰り返しコピーが送信され得る。別の例として、ページングスロ
ット中に、パケットは１０ｋｂｐｓで送信され得る。パケットは５０ビット（４２ビット
のデータ、ＣＲＣのための８ビット）を含み得る。ＢＰＳＫ変調が使用され得る。パケッ
トは５ｍｓの間送信され得、パケットの４つの繰り返しコピーが送信され得る。
【００６５】
　[0080]パケットが順方向リンクフレームのＡＣＫスロット中に送信される場合、それは
２０ｋｂｐｓで送信され得、１００ビット（データのための９２ビット、８つのテールビ
ット）を含み得る。ＱＰＳＫが変調方式であり得、パケットは５ｍｓの間送信され得る。
その結果、パケットの４つの繰り返しコピーが送信され得る。別の実施形態では、パケッ
トは１０ｋｂｐｓで送信され得る。パケットは５０ビットのデータを含み得る。ＢＰＳＫ
が、使用される変調であり得、パケットは５ｍｓの間送信され得る。一例では、パケット
の４つの繰り返しコピーがＡＣＫスロット中に同じく送信され得る。
【００６６】
　[0081]パケットは、さらに、８０ｋｂｐｓ、４０ｋｂｐｓ、２０ｋｂｐｓ、または１０
ｋｂｐｓでトラフィックスロット中に送信され得る。８０ｋｂｐｓ、４０ｋｂｐｓ、およ
び２０ｋｂｐｓのレートでは、パケットは２００ビット（１７６ビットのデータ、８つの
テールビット、およびＣＲＣのための１６ビット）を含み得る。１０ｋｂｐｓでは、パケ
ットは１００ビット（７６ビットのデータ、８つのテールビット、およびＣＲＣのための
１６ビット）を含み得る。８０、４０、および２０ｋｂｐｓのレートのためにはＱＰＳＫ
変調が使用され得、１０ｋｂｐｓの送信レートのためにはＢＰＳＫ変調が使用され得る。
８０ｋｂｐｓのレートでは、パケットは２．５ｍｓの間送信され得、パケットの単一の繰
り返しコピーが送信され得る。４０ｋｂｐｓでは、パケットは５ｍｓの間送信され得、２
つの繰り返しコピーが送信され得る。２０および１０ｋｂｐｓのデータレートは、パケッ
トが１０ｍｓの間送信されることを可能にし得、パケットの４つの繰り返しコピーが送信
され得る。
【００６７】
　[0082]図５Ａは、様々な実施形態による、逆方向リンク通信を管理するためのデバイス
５００を示すブロック図である。デバイス５００は、図１、図２、図３Ａ、および／また
は図３Ｂに関して説明したＭ２Ｍデバイス１１５の１つまたは複数の態様の一例であり得
る。デバイス５００はまた、プロセッサであり得る。デバイス５００は、受信機モジュー
ル５０５、逆方向リンク通信モジュール５１０、および／または送信機モジュール５１５
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を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信中であり得る。
【００６８】
　[0083]デバイス５００のこれらの構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の
一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）とともに、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１
つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上
で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラム
され得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャードＡＳＩＣ／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つま
たは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットさ
れた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００６９】
　[0084]受信機モジュール５０５は、パケット、データ、および／またはデバイス５００
が受信または送信したものに関するシグナリング情報などの情報を受信し得る。受信され
た情報は、様々な目的のために逆方向リンク通信モジュール５１０によって復号、復調、
および利用され得る。
【００７０】
　[0085]受信機モジュール５０５は、順方向リンク通信３２５を使用して基地局１０５か
ら送られた順方向リンク物理レイヤパケットを受信するように構成され得る。逆方向リン
ク通信モジュール５１０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５から基地局１０５にトラフィックが送
信され得るトラフィックスロットを含む逆方向リンクフレームを生成し得る。一実施形態
では、逆方向リンクフレームは、逆方向リンク制御チャネルのためのタイムスロットを含
まないことがある。その結果、順方向リンク上の物理レイヤパケットの正常な復号および
復調を示すための物理レイヤＡＣＫメッセージがＭ２Ｍデバイス１１５から基地局１０５
に送信されないことがある。代わりに、パケットを正常に復号し、復調したときに、Ｍ２
Ｍデバイス１１５は、基地局１０５にＡＣＫメッセージを送る前にスリープ状態に戻り得
る。別の例では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、基地局１０５に物理レイヤＡＣＫメッセージ
を送ることなしに、パケットを復号し、復調した後にスリープ状態に戻り得る。
【００７１】
　[0086]一実施形態では、逆方向リンク通信モジュール５１０は、逆方向リンク上の通信
を早く終了させ得る。前に説明したように、順方向リンクフレームは、基地局１０５から
Ｍ２Ｍデバイス１１５に高データレートでＡＣＫメッセージを搬送するためのＡＣＫチャ
ネルを含み得る。ＡＣＫメッセージの受信時に、逆方向リンク通信モジュール５１０は、
逆方向リンク通信３３０上で通信を送信するのを中止するように送信機５１５に命令し得
る。逆方向リンク通信モジュール５１０に関する詳細については以下で説明する。
【００７２】
　[0087]図５Ｂは、逆方向リンク通信モジュール５１０－ａの一実施形態を示すブロック
図である。モジュール５１０－ａは、図５Ａの逆方向リンク通信モジュールの一例であり
得る。一例では、モジュール５１０－ａは、スリープ状態モジュール５２０と、マルチチ
ャネルモジュール５２５と、狭帯域多元接続モジュール５３０とを含み得る。
【００７３】
　[0088]一構成では、スリープ状態モジュール５２０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５が、基地
局１０５からパケットを受信するのに十分長く起動し、それの無線機をオンにし、次いで
、電力を節約するために、できるだけ早く無線機をオフにし、スリープ状態に戻ることを
可能にし得る。基地局は、順方向リンクフレームを使用してＭ２Ｍデバイス１１５にパケ
ットを送信し得る。フレームは、論理チャネル上でパケットが送信され得るタイムスロッ
トを含み得る。タイムスロットおよびチャネルは、いくつかのサブスロットおよびサブチ
ャネルに分割され得る。基地局は、各サブチャネルを使用して各サブスロット中にパケッ
トのコピーを送信し得る。別の例では、基地局は、順方向リンクフレームのサブスロット
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の一部分中にパケットのコピーを送信し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５がパケットのコピー
を正常に受信したとき、スリープ状態モジュール５２０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５にそれ
の無線機をオフにさせ得る。パケットのコピーを受信した後に、逆方向リンク通信モジュ
ール５１０－ａは、パケットを復号し、復調することによって、受信したパケットを処理
することを試み得る。サブチャネルのうちの１つ上で受信されたパケットのコピーを正常
に復号し、復調したときに、スリープ状態モジュール５２０は、物理レイヤＡＣＫメッセ
ージが基地局に返送される前に、バッテリーを節約するためにＭ２Ｍデバイス１１５にス
リープ状態に戻らせ得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、基地局にＡＣＫメッセージを返送す
ることなしにスリープ状態に戻り得る。
【００７４】
　[0089]一実施形態では、マルチチャネルモジュール５２５は、逆方向リンク通信３３０
に対する動作ライズオーバサーマル（ＲＯＴ）雑音の悪影響を低減するために符号分割多
元接続（ＣＤＭＡ）ベースの多元接続方式を行い得る。一構成では、モジュール５２５は
、逆方向リンクの動作帯域を複数の逆方向リンク周波数チャネルに分割し得る。各周波数
チャネル内で、モジュール５２５は、複数ユーザ多重化のためにＣＤＭＡを使用し得る。
各周波数チャネルはそれ自体のターゲットＲＯＴ動作点を有し得る。マルチチャネルモジ
ュール５２５は、少なくとも１つの周波数チャネルを低データレートランダムアクセスチ
ャネルとして専用化し得る。その結果、動作ＲＯＴが低減され得る。
【００７５】
　[0090]一例では、狭帯域多元接続モジュール５３０は、逆方向リンク通信３３０のため
に狭帯域周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）技法を行い得る。モジュール５３０は、動作帯
域をいくつかの狭帯域周波数チャネルに分割し得る。各狭帯域チャネルのビジーまたはア
イドルのステータスが各Ｍ２Ｍデバイス１１５にブロードキャストされ得る。デバイスは
、プリアンブルを送ることによってチャネルのアイドルセットからランダムに選択された
チャネルを求めて競合し得る。モジュール５３０は、チャネルが暗黙的あるいは明示的に
Ｍ２Ｍデバイスに割り当てられた場合のみ、Ｍ２Ｍデバイス１１５がデータを送信するこ
とを可能にし得る。モジュール５３０は、チャネル状態がビジーに変化した場合に送信を
中断させることが可能でないことがある。
【００７６】
　[0091]図６は、様々な実施形態による、順方向リンク通信を管理するためのデバイス６
００を示すブロック図である。デバイス６００は、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ
、および／または図４Ｂに関して説明した基地局の１つまたは複数の態様の一例であり得
る。デバイス６００はまた、プロセッサであり得る。デバイス６００は、受信機モジュー
ル４０５－ａ、順方向リンク通信モジュール４１０－ａ、および／または送信機モジュー
ル４１５－ａを含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信中であり得る。
【００７７】
　[0092]デバイス６００の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部また
は全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
とともに、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは
複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行さ
れ得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る
他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャードＡＳＩＣ／プラットフォームＡＳＩ
Ｃ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ
）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数
の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メ
モリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００７８】
　[0093]受信機モジュール４０５－ａは、パケット、データ、および／またはデバイス６
００が受信または送信したものに関するシグナリング情報などの情報を受信し得る。受信
された情報は、前に説明したように、様々な目的のために順方向リンク通信モジュール４
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１０－ａによって利用され得る。
【００７９】
　[0094]一構成では、順方向リンク通信モジュール４１０－ａは順方向リンクパケットフ
ォーマッティングモジュール４５０－ａを含み得る。一実施形態では、モジュール４５０
－ａは、図４Ｂに関して説明したモジュール４５０の一例であり得る。パケットフォーマ
ッティングモジュール４５０－ａは、１つまたは複数の順方向リンクフレームのタイムス
ロット中に送信されるべきパケットの複数のコピーを作成し得る。順方向リンクパケット
フォーマッティングモジュール４５０－ａに関する詳細については以下で説明する。
【００８０】
　[0095]図７に、様々な実施形態による、パケットの複数のコピーを作成し、１つまたは
複数の順方向リンクフレームのタイムスロット中にＭ２Ｍデバイス１１５に送信するよう
に構成され得る通信システム１０５－ｄのブロック図を示す。このシステム７００は、図
１に示されたシステム１００、図２のシステム２００、図３Ａのシステム３００、図３Ｂ
の３２０、図４Ａのシステム４００、および／または図６のシステム６００の態様の一例
であり得る。
【００８１】
　[0096]システム７００は基地局１０５－ｄを含み得る。基地局１０５－ｄは、アンテナ
７４５と、トランシーバモジュール７５０と、メモリ７７０と、プロセッサモジュール７
６５とを含み得、その各々は、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いに直接
または間接的に通信中であり得る。トランシーバモジュール７５０は、追跡、感知、監視
などが可能なセンサー、メーター、または任意の他のタイプのデバイスであり得るＭ２Ｍ
デバイス１１５と、アンテナ７４５を介して、双方向に通信するように構成され得る。ト
ランシーバモジュール７５０（および／または基地局１０５－ｄの他の構成要素）はまた
、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る。場合によって
は、基地局１０５－ｄは、ネットワーク通信モジュール７７５を通してコアネットワーク
１３０－ａと通信し得る。
【００８２】
　[0097]基地局１０５－ｄはまた、基地局１０５－ｍおよび基地局１０５－ｎなど、他の
基地局１０５と通信し得る。基地局１０５の各々は、異なる無線アクセス技術など、異な
るワイヤレス通信技術を使用してＭ２Ｍデバイス１１５と通信し得る。場合によっては、
基地局１０５－ｄは、基地局通信モジュール７３５を利用して１０５－ｍおよび／または
１０５－ｎなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｄ
は、コントローラ１２０（図１）および／またはコアネットワーク１３０－ａを通して他
の基地局と通信し得る。
【００８３】
　[0098]メモリ７７０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ７７０はまた、実行されたとき、本明細書で説明する様々な機
能（たとえば、順方向パケットフォーマッティング、ＡＣＫ方式、ページングメッセージ
のための動的データレート方式、フレキシブルページング方式、データトラフィック方式
など）をプロセッサモジュール７６５に実行させるように構成された命令を含んでいるコ
ンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード７７１を記憶し得る。代替的
に、ソフトウェア７７１は、プロセッサモジュール７６５によって直接的に実行可能でな
いことがあるが、たとえば、コンパイルされ実行されたとき、本明細書で説明する機能を
コンピュータに実行させるように構成され得る。
【００８４】
　[0099]プロセッサモジュール７６５は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎまたはＡＭＤ（登録商標）製のも
のなどの中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）などを含み得る。トランシーバモジュール７５０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５の
ためのパケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ７４５に与え、ア
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ンテナ７４５から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基
地局１０５－ｄのいくつかの例は単一のアンテナ７４５を含み得るが、基地局１０５－ｄ
は、好ましくは、キャリアアグリゲーションをサポートし得る複数のリンクのための複数
のアンテナ７４５を含む。たとえば、Ｍ２Ｍデバイス１１５とのマクロ通信をサポートす
るために１つまたは複数のリンクが使用され得る。
【００８５】
　[0100]図７のアーキテクチャによれば、基地局１０５－ｄは通信管理モジュール７３０
をさらに含み得る。通信管理モジュール７３０は、他の基地局１０５との通信を管理し得
る。例として、通信管理モジュール７３０は、バスを介して基地局１０５－ｄの他の構成
要素の一部または全部と通信している基地局１０５－ｄの構成要素であり得る。代替的に
、通信管理モジュール７３０の機能は、トランシーバモジュール７５０の構成要素として
、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュール７６５の１
つまたは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【００８６】
　[0101]基地局１０５－ｄのための構成要素は、図６のデバイス６００に関して上記で説
明した態様を実装するように構成され得、簡潔のためにここで繰り返さないことがある。
基地局１０５－ｄは、図４Ｂおよび／または図６に関して説明したモジュール４５０の一
例であり得る、順方向リンクパケットフォーマッティングモジュール４５０－ｂを含み得
る。モジュール４５０－ｂは、パケット作成モジュール７０５と、パケット挿入モジュー
ル７１０と、パケット送信モジュール７１５とを含み得る。一実施形態では、作成モジュ
ール７０５は、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮ中の１つまたは複数のＭ２Ｍデバイス１１５に送
信されるべきパケットの複数のコピーを作成し得る。パケット挿入モジュール７１０は、
パケットの単一のコピーを１つまたは複数の順方向リンクフレームの１つまたは複数のサ
ブスロット中に挿入し得る。パケット送信モジュール７１５は、複数のサブチャネルを使
用して１つまたは複数のサブスロット中にパケットの各コピーを送信するようにトランシ
ーバモジュール７５０に命令し得る。一実施形態では、モジュール７０５、７１０、およ
び７１５のうちのいくつかはスタンドアロンであり得、他のモジュールは、順方向リンク
パケットフォーマッティングモジュール４５０－ｂの一部として組み込まれ得る。
【００８７】
　[0102]いくつかの実施形態では、アンテナ７４５に結合されたトランシーバモジュール
７５０は、基地局１０５－ｄの他の可能な構成要素とともに、いくつかのタイムスロット
をそれぞれ含むいくつかの順方向リンクフレームを、基地局１０５－ｄからＭ２Ｍデバイ
ス１１５に、他の基地局１０５－ｍ／１０５－ｎ、またはコアネットワーク１３０－ａに
送信し得る。パケットのコピーは、１つまたは複数のサブチャネルを使用してこれらのタ
イムスロットのうちの１つまたは複数のサブスロット中に送信され得る。
【００８８】
　[0103]図８は、様々な実施形態による、逆方向リンク通信を管理するためのデバイス８
００を示すブロック図である。デバイス８００は、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、および
／または図５Ａに関して説明したＭ２Ｍデバイス１１５および／または基地局１０５の１
つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス８００はプロセッサでもあり得る。デバ
イス８００は、受信機モジュール５０５－ａ、逆方向リンク通信モジュール５１０－ａ、
および／または送信機モジュール５１５－ａを含み得る。逆方向リンク通信モジュール５
１０－ａはスリープ状態モジュール５２０－ａを含み得る。スリープ状態モジュール５２
０－ａは、図５Ｂに関して説明したモジュール５２０の一例であり得る。これらの構成要
素の各々は互いに通信していることがある。
【００８９】
　[0104]デバイス８００のこれらの構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の
一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）とともに、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１
つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上
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で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラム
され得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャードＡＳＩＣ／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つま
たは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットさ
れた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００９０】
　[0105]受信機モジュール５０５－ａは、パケット、データ、および／またはデバイス８
００が受信または送信したものに関するシグナリング情報などの情報を受信し得る。受信
された情報は、様々な目的のために逆方向リンク通信モジュール５１０－ａによって利用
され得る。
【００９１】
　[0106]受信機モジュール５０５－ａは、順方向リンク上で基地局１０５から送られた順
方向リンク物理レイヤパケットを受信するように構成され得る。逆方向リンク通信モジュ
ール５１０－ａは、Ｍ２Ｍデバイス１１５から基地局１０５にトラフィックが送信され得
るトラフィックスロットを含む逆方向リンクフレームを生成し得る。一実施形態では、逆
方向リンクフレームは、逆方向リンク制御チャネルのためのタイムスロットを含まないこ
とがある。スリープ状態モジュール５２０－ａは、パケットが順方向リンク上で正常に受
信されるとすぐに、Ｍ２Ｍデバイス１１５にスリープ状態に戻らせ、それの無線機をオフ
にさせ得る。たとえば、スリープ状態モジュール５２０－ａは、Ｍ２Ｍデバイス１１５に
、基地局１０５に物理レイヤＡＣＫメッセージを返信することなしに、受信したパケット
を正常に復号し、復調した後に電源切断させ得る。
【００９２】
　[0107]前に説明したように、逆方向リンク通信モジュール５１０－ａは、逆方向リンク
上の通信を早く終了させ得る。順方向リンクフレームは、基地局１０５からＭ２Ｍデバイ
ス１１５に高データレートでＡＣＫメッセージを搬送するためのＡＣＫチャネルを含み得
る。ＡＣＫメッセージの受信時に、逆方向リンク通信モジュール５１０－ａは、送信機５
１５－ａに、逆方向リンク通信３３０上で通信を送信するのを中止させ得る。
【００９３】
　[0108]図９に、様々な実施形態による、逆方向リンク通信を管理するためのＭ２Ｍデバ
イス１１５－ｄのブロック図９００を示す。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、上記で説明し
た様々なＭ２Ｍアプリケーションのためのセンサーまたはモニタなど、様々な構成のいず
れかを有し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、（１つまたは複数の）センサーモジュー
ル９４０を介して情報をキャプチャまたは検知し得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、モ
バイル動作を可能にするために、小型バッテリーなどの内部電源を有し得る。いくつかの
実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、図５Ａ、お
よび／または図８に関して説明したＭ２Ｍデバイス１１５であり得る。Ｍ２Ｍデバイス１
１５－ｄは、図５Ａのデバイス５００および／または図８のデバイス８００の態様を含み
得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄはマルチモードモバイルデバイスであり得る。Ｍ２Ｍデ
バイス１１５－ｄは、場合によっては、Ｍ２Ｍ　ＵＥまたはＭＴＣデバイスと呼ばれるこ
とがある。
【００９４】
　[0109]Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、（１つまたは複数の）アンテナ９４５と、トラン
シーバモジュール９５０と、メモリ９８０と、プロセッサモジュール９７０とを含み得、
その各々は、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いに直接または間接的に通
信していることがある。トランシーバモジュール９５０は、上記で説明したように、（１
つまたは複数の）アンテナ９４５および／または１つまたは複数のワイヤードリンクもし
くはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信し得る。
たとえば、トランシーバモジュール９５０は、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂおよび／また
は図７の基地局１０５と双方向に通信し得る。さらに、トランシーバモジュール９５０は
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、図４Ａのデバイス４００および／または図６のデバイス６００の態様と通信し得る。ト
ランシーバモジュール９５０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために
（１つまたは複数の）アンテナ９４５に与え、（１つまたは複数の）アンテナ９４５から
受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。Ｍ２Ｍデバイス１１
５－ｄは単一のアンテナ９４５を含み得るが、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、複数の送信
リンクのための複数のアンテナ９４５を含み得る。
【００９５】
　[0110]メモリ９８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ９８０は、実行されるとプロセッサモジュール９７０に本明細
書で説明する様々な機能（たとえば、パケットを受信する、スリープ状態に入るなど）を
実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能
ソフトウェアコード９８５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード９８５は、プロ
セッサモジュール９７０によって直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コ
ンパイルされ実行されると）コンピュータに本明細書で説明する機能を実行させるように
構成され得る。プロセッサモジュール９７０は、インテリジェントハードウェアデバイス
、たとえば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎまたはＡＭＤ（登録商標）
製のものなどの中央処理ユニット（ＣＰＵ）、ＡＳＩＣ、マイクロコントローラなどを含
み得る。
【００９６】
　[0111]図９のアーキテクチャによれば、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは通信管理モジュー
ル９６０をさらに含み得る。通信管理モジュール９６０は、基地局１０５および／または
他のＭ２Ｍデバイス１１５との通信を管理し得る。例として、通信管理モジュール９６０
は、バスを介してＭ２Ｍデバイス１１５－ｄの他の構成要素の一部または全部と通信して
いるＭ２Ｍデバイス１１５－ｄの構成要素であり得る。代替的に、通信管理モジュール９
６０の機能は、トランシーバモジュール９５０の構成要素として、コンピュータプログラ
ム製品として、および／またはプロセッサモジュール９７０の１つまたは複数のコントロ
ーラ要素として実装され得る。
【００９７】
　[0112]いくつかの実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、ネットワーク上への明
示的登録を実行することなしに、データを測定および／またはキャプチャし、そのデータ
をネットワークに送信し得る。一実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、基地局ま
たはネットワークセルに明示的に登録することなしに、利用可能な基地局またはネットワ
ークセルのパイロット信号を監視し、通信のために基地局またはネットワークセルを選択
し得る。いくつかの構成では、選択された基地局またはネットワークセル上に明示的に登
録されていないが、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、選択された基地局またはネットワーク
セルについてのシステム情報を監視し得る。選択された基地局またはネットワークセルに
ついてのシステム情報は明示的登録トリガを含み得、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、明示
的登録トリガのうちの１つが検出されたときでも、ネットワーク上への明示的登録を抑制
し得る。たとえば、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、デバイス電源投入／電源切断、周波数
／帯域クラス変化など、１つまたは複数の登録トリガに基づく登録、時間期間に基づく登
録、移動に基づく登録、ゾーンに基づく登録、および／またはパラメータ変化に基づく登
録を抑制し得る。
【００９８】
　[0113]システム情報は、選択された基地局またはネットワークセルにアクセスする際に
使用するアクセスパラメータを含み得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、選択された基地
局またはネットワークセル上への明示的登録の前に、またはそれを実行することなしに、
（たとえば、（１つまたは複数の）センサーモジュール９４０を介して）イベントに関係
する情報をキャプチャまたは測定し、ネットワークアクセスの一部として、その情報を選
択された基地局またはネットワークセルに送信し得る。ネットワークアクセスは、アクセ
スパラメータのうちの１つまたは複数を使用して実行され得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５－
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ｄは、選択された基地局またはネットワークセルによって暗黙的に登録され、ネットワー
クアクセスの一部として、キャプチャまたは測定されたイベントデータを選択された基地
局またはネットワークセルに送信し得る。
【００９９】
　[0114]登録を抑制することはまた、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄが、ターゲットセルに登
録する際に受ける電力ペナルティを顧慮せずに、送信のために最良のネットワークセルを
選択することを可能にし得る。たとえば、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、（新しいネット
ワーク上への明示的登録を伴う）明示的ハンドオーバを実行することによって受けるであ
ろう電力ペナルティを考慮することなしに、それぞれのネットワークとの通信のための推
定電力消費に基づいて、利用可能なネットワーク間で選択し得る。
【０１００】
　[0115]Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄのための構成要素は、図５Ａのデバイス５００および
／または図８のデバイス８００に関して上記で説明した態様を実装するように構成され得
、簡潔のためにここで繰り返さないことがある。一例では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは
、図５Ｂおよび／または図８に関して説明したスリープ状態モジュール５２０の一例であ
り得る、スリープ状態モジュール５２０－ｂを含み得る。モジュール５２０－ｂは、監視
モジュール９０５と、パケット推定モジュール９１０と、復号判断モジュール９１５とを
含み得る。一構成では、監視モジュール９０５は、順方向リンク上の信号の強度を判断す
るために、基地局１０５から受信されたパイロット信号を監視し得る。パイロット信号の
判断された強度に基づいて、パケット推定モジュール９１０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５－
ｄがパケットを正常に復号し、復調することが可能になる前に、基地局１０５から送信さ
れる必要があり得るパケットの数を推定し得る。復号判断モジュール９１５は、Ｍ２Ｍデ
バイス１１５－ｄによってパケットが復号され、復調されたときを判断し得る。前に説明
したように、パケットが正常に処理された（すなわち、復号され、復調された）とき、ス
リープ状態モジュール５２０－ｂは、デバイス１１５－ｄに、パケットが受信された後に
それの（１つまたは複数の）無線機をオフにさせ得、受信されたパケットが復号され、復
調された場合、モジュール５２０－ｂは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄに、基地局１０５に
物理レイヤＡＣＫメッセージを返送する前にスリープ状態に戻らせ得る。一構成では、Ｍ
２Ｍデバイス１１５－ｄは、パケットを送信した基地局１０５に物理レイヤＡＣＫメッセ
ージを返信することなしにスリープ状態に戻り得る。
【０１０１】
　[0116]図１０は、順方向リンク通信上でＭ２Ｍデバイス１１５にパケット１０１０の複
数のコピーを送信することの一例を示すブロック図１０００である。図１０のブロック図
１０００の態様は、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図６、および／または図７の
基地局１０５によって実行され得る。
【０１０２】
　[0117]一実施形態では、タイムスロット１００５はいくつかのサブスロット１０１５に
分割され得る。この例では、タイムスロット１００５は４つのサブスロットに分割され得
る。パケット１０１０のコピーが１つのサブスロットの少なくとも一部分中に挿入され得
る。各サブスロット１０１５は、それぞれのサブスロット中にパケットのコピーを搬送す
るためのサブチャネルを含み得る。図示の例では、パケット１０１０のコピーが各サブス
ロット１０１５の一部分中に挿入され得る。各サブスロット１０１５の一部分中に、パケ
ット１０１０のコピーはＭ２Ｍデバイス１１５に送信され得る。
【０１０３】
　[0118]一構成では、タイムスロット１００５の長さは１０ｍｓであり得る。その結果、
各個々のサブスロット１０１５の長さは２．５ｍｓであり得る。現在の通信システムでは
、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、タイムスロット１００５の満了の前に、受信したパケットを
正常に復号し、復調し得るが、基地局１０５にＡＣＫメッセージを返信するために、スロ
ット１００５の終了までアウェイクモードにとどまり得る。これにより、Ｍ２Ｍデバイス
１１５は、タイムスロット１００５全体の間アウェイクモードにとどまるために不要な電
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力量を使用し得る。
【０１０４】
　[0119]一実施形態では、本システムおよび方法は、Ｍ２Ｍデバイスがパケットの日和見
的復号および復調を実行することによってそれらの電力を節約することを可能にする。一
構成では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、第１のサブスロット１０１５－ａ－１の一部分中に
送信されたパケットの第１のコピー１０１０－ａ－１を受信するためにアウェイクモード
に入り得る。パケットを受信した後に、スリープ状態モジュール５２０は、Ｍ２Ｍデバイ
スの無線受信機をオフにさせ得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、受信したパケットを復号し
、復調することを試み得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５が、受信したパケットを復号し、復調
した場合、スリープ状態モジュール５２０は、タイムスロット１００５がまだ満了してい
ない場合でも、デバイス１１５を電源切断し、スリープ状態に入れ得る。その結果、デバ
イス１１５は、基地局１０５に物理レイヤＡＣＫメッセージを送ることなしにスリープ状
態に入り得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５が、タイムスロット１００５の満了の前にパケット
１０１０の受信したコピーを復号し、復調した場合、デバイス１１５は、タイムスロット
１００５の終結時に物理レイヤＡＣＫメッセージを送信する必要がないので、タイムスロ
ット１００５の満了の前にスリープ状態に入ることが可能であるので、電力が節約される
。
【０１０５】
　[0120]一例では、タイムスロット１００５が１０ｍｓであり、各々が２．５ｍｓの長さ
を有する４つのサブスロットに分割される場合、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、第１のサブス
ロット１０１５－ａ－１の一部分中に送信されたパケットの第１のコピー１０１０－ａ－
１を復号し、復調することが可能であれば、２．５ｍｓ以下の間起動していることになり
得る。その結果、デバイス１１５は、タイムスロット１００５の持続時間全体（たとえば
、１０ｍｓ）の間アウェイクモードにあることとは対照的に、２．５ｍｓ以下の間アウェ
イクモードにあることによって電力を節約し得る。
【０１０６】
　[0121]一構成では、パケットの第１のコピー１０１０－ａ－１が第１のサブスロット１
０１５－ａ－１の一部分中に受信された後、Ｍ２Ｍデバイスの無線受信機は、パケットの
コピー１０１０－ａ－１が正常に復号され、復調されるまで、電源投入されたままであり
得る。その結果、第１のコピー１０１０－ａ－１がまだ復号されず、復調されていない場
合、無線受信機はまた、第２のサブスロット１０１５－ａ－２の一部分中にパケットの第
２のコピー１０１０－ａ－２を受信し得る。パケットの第２のコピー１０１０－ａ－２の
受信は、Ｍ２Ｍデバイス１１５がパケットのコピーを復号し、復調することをさらに可能
にし得る。パケットのコピーを正常に処理したとき、スリープ状態モジュール５２０は、
無線受信機をオフにし、Ｍ２Ｍデバイス１１５の電源を切断し得る。デバイス１１５は、
タイムスロット１００５の終了の前にスリープ状態に入り得る。一実施形態では、デバイ
ス１１５は、基地局１０５に物理レイヤＡＣＫメッセージを送信する前にスリープ状態に
入り得る。一構成では、デバイス１１５は、基地局１０５に物理レイヤＡＣＫメッセージ
を送信することなしにスリープ状態に入り（その状態にとどまり）得る。
【０１０７】
　[0122]Ｍ２Ｍデバイス１１５が、第１のサブスロット１０１５－ａ－１の一部分中にパ
ケットの受信した第１のコピーを復号せず、復調しなかった場合、デバイスは、第１のサ
ブスロット１０１５－ａ－１の残りの間アウェイクモードにとどまり、第２のサブスロッ
ト１０１５－ａ－２の一部分中に受信されたパケットの第２のコピー１０１０－ａ－２を
処理することを試み得る。別の例では、Ｍ２Ｍデバイス１１５が、第１のサブスロット１
０１５－ａ－１の一部分中に受信されたパケットの第１のコピーを処理することができな
い場合、デバイス１１５は、パケットの第２のコピー１０１０－ａ－２が送信される第２
のサブスロット１０１５－ａ－２の一部分まで、電源切断し、一時的スリープ状態に入り
得る。
【０１０８】
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　[0123]一実施形態では、タイムスロット１００５は単一の順方向リンクフレームのスロ
ットであり得る。しかしながら、パケットのコピーはまた、複数の順方向リンクフレーム
にわたってサブスロットの一部分中に送信され得る。たとえば、パケットの第１のコピー
１０１０－ａ－１は、第１の順方向リンクフレームの第１のサブスロット１０１５－ａ－
１の一部分中に送信され得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５がパケットを復号し、復調すること
ができない場合、それは、パケットの第２のコピーが送信されるまでスリープ状態に戻り
得る。パケットの第２のコピーは、第１の順方向リンクフレームとは異なる第２の順方向
リンクフレームのサブスロットの一部分中に送信され得る。
【０１０９】
　[0124]一構成では、異なるパケットのコピーがサブスロットの異なる部分中に挿入され
得る。たとえば、第１のデータパケットの第１のコピー１０１０－ａ－１は、第１のサブ
スロット１０１５－ａ－１の一部分中に挿入され得る。第１のデータパケット１０１０－
ａ－１は、１つまたは複数の特定のＭ２Ｍデバイス１１５の第１のグループに宛てられ得
る。第２のデータパケットの第１のコピーは、第１のサブスロット１０１５－ａ－１の異
なる一部分中に挿入され得る。第２のデータパケットは、１つまたは複数の特定のＭ２Ｍ
デバイス１１５の第２のグループに宛てられ得る。その結果、各Ｍ２Ｍデバイス１１５は
、それらのデータパケットが送信される第１のサブスロット１０１５－ａ－１の一部分中
に起動し得る。別の例では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、それらのデータパケットが送信さ
れるサブスロット１０１５－ａ－１の一部分の間だけ起動している代わりに、第１のサブ
スロット１０１５－ａ－１の各部分中に起動したままであり得る。
【０１１０】
　[0125]図１１は、Ｍ２Ｍデバイス１１５の電力を節約するために逆方向リンク通信を管
理するための方法１１００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１１
００について、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、図５Ａ、図８、および／または図９に示さ
れたＭ２Ｍデバイス１１５に関して以下で説明する。一実装形態では、スリープ状態モジ
ュール５２０は、以下で説明する機能を実行するようにＭ２Ｍデバイス１１５の機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１１１】
　[0126]ブロック１１０５において、Ｍ２Ｍデバイスによりパケットが復号され、復調さ
れ得る。パケットは、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレーム
のタイムスロット中に受信され得る。パケットは基地局１０５によって送信され得る。パ
ケットは高データレートで受信され得る。パケットは、トラフィックスロット中に送信さ
れるトラフィックデータであり得る。
【０１１２】
　[0127]ブロック１１１０において、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、パケットの受信を示すた
めの物理レイヤＡＣＫメッセージが基地局に送信される前にスリープ状態に入り得る。そ
の結果、タイムスロットが満了していない場合でも、パケットを正常に復号し、復調した
ときに、Ｍ２Ｍデバイス１１５の（１つまたは複数の）無線機をオフにし、スリープ状態
にとどまることによって、デバイス１１５において電力が節約される。
【０１１３】
　[0128]したがって、方法１１００は、Ｍ２Ｍデバイス１１５の電力の効率的な節約を実
現し得る。方法１１００は一実装形態にすぎないこと、および方法１１００の動作は、他
の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得るこ
とに留意されたい。
【０１１４】
　[0129]図１２は、逆方向リンク通信３３０を管理することによってＭ２Ｍデバイス１１
５の電力を節約するための方法１２００の一例を示すフローチャートである。明快のため
に、方法１２００について、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、図５Ａ、図８、および／また
は図９に示されたＭ２Ｍデバイス１１５に関して以下で説明する。一実装形態では、スリ
ープ状態モジュール５２０は、以下で説明する機能を実行するようにＭ２Ｍデバイス１１
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５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１１５】
　[0130]ブロック１２０５において、Ｍ２Ｍデバイス１１５によって順方向リンクフレー
ムのタイムスロットが識別され得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５に宛てられたパケットが、識
別されたタイムスロット中に基地局１０５から送信され得る。ブロック１２１０において
、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、識別されたタイムスロット中にアウェイクモードに入り得る
。アウェイクモードに入ることは、基地局１０５からのパケット送信を受信するためにＭ
２Ｍデバイス１１５の１つまたは複数の無線機をアクティブにすることと、受信したパケ
ットを処理するためにデバイス１１５の追加のリソースの電源を投入することとを含み得
る。
【０１１６】
　[0131]ブロック１２１５において、Ｍ２Ｍデバイスは、識別されたスロットの第１のサ
ブスロットの一部分中にパケットの第１のコピーを受信し得る。ブロック１２２０におい
て、パケットの第１のコピーが正常に復号され、復調されたかどうかに関する第１の判断
が行われ得る。ブロック１２２０において、パケットの第１のコピーが正常に復号されず
、復調されないと判断された場合、ブロック１２２５において、Ｍ２Ｍデバイス１１５は
、識別されたスロットの追加のサブスロットの一部分中にパケットの追加のコピーを受信
し得る。ブロック１２３０において、パケットの追加のコピーが正常に処理されたかどう
かに関する第２の判断が行われ得る。それが復号されず、復調されない場合、方法１２０
０は、識別されたスロットの別の追加のサブスロットの一部分中に送信されるパケットの
別の追加のコピーを受信するために戻り得る。一構成では、Ｍ２Ｍデバイス１１５の（１
つまたは複数の）無線機は、パケットのコピーの各受信の後にオフにされ得る。受信した
コピーが正常に処理されない場合、（１つまたは複数の）無線機は、パケットの追加のコ
ピーを受信するためにオンにされ得る。一実施形態では、受信したコピーが復号され、復
調されるまで、（１つまたは複数の）無線機はオンにされたままであり得る。
【０１１７】
　[0132]しかしながら、ブロック１２２０またはブロック１２３０のいずれかにおいて、
パケットの受信したコピーが正常に処理されたと判断された場合、Ｍ２Ｍデバイス１１５
は、ブロック１２３５においてスリープ状態に入り、ここで、デバイス１１５のリソース
は、電源切断され得、パケットの追加のコピーが送信される追加のサブスロット中に電源
投入され得ない。一実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、パケットの正常な受信と復
号と復調とを示すための物理レイヤＡＣＫメッセージが基地局に送信される前にスリープ
状態に入り得る。一構成では、Ｍ２Ｍデバイス１１５が、パケットを復号し、復調したと
きにスリープ状態に入った後に、物理レイヤＡＣＫメッセージが基地局１０５に送信され
ないことがある。
【０１１８】
　[0133]一実施形態では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、パケットの正常な復号のために必要
とされるパケットのたくさんのコピーを読み取り、その後スリープ状態に戻り得る。パイ
ロットからの受信信号強度に基づいて、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、パケットを正常に復号
するためにそれが受信する必要があるコピー数を推定し得る。前に述べたように、Ｍ２Ｍ
デバイス１１５がパケットを復号し、復調することを試みる間、デバイス１１５は、パケ
ットの各コピーの受信の後にそれの無線機をオフにし得る。一実施形態では、Ｍ２Ｍデバ
イス１１５の処理クロックはデバイス１１５の入力チップレートよりも速いことがある。
その結果、デバイス１１５のＲＦ無線機は、パケットの次のコピーが送信される次のサブ
スロットの小部分の間、パケットのコピーを正常に受信した後に電源投入されたままであ
り得る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、パケットのコピーを受信するためにサブスロット中に
必要とされる持続時間の間のみ無線機をオンにし、端末は、物理レイヤＡＣＫメッセージ
を送信するためにタイムスロットの終了まで追加のリソースをアウェイクモードに維持す
る必要がないので、方法１２００はデバイス１１５の電力を節約する。
【０１１９】
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　[0134]したがって、方法１２００は、Ｍ２Ｍデバイス１１５の逆方向リンク通信を管理
することによって、デバイス１１５の電力効率を改善することを実現し得る。方法１２０
０は一実装形態にすぎないこと、および方法１２００の動作は、他の実装形態が可能であ
るように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１２０】
　[0135]図１３は、順方向リンク通信を管理することによってＭ２Ｍデバイス１１５の電
力を節約するための方法１３００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方
法１３００について、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図６、および／または図７
に示された基地局１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、順方向リンクパケッ
トフォーマッティングモジュール４５０は、以下で説明する機能を実行するように基地局
１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１２１】
　[0136]ブロック１３０５において、パケットの複数のコピーが作成され得る。パケット
の複数のコピーは、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮの順方向リンク上で送信され得る。ブロック
１３１０において、Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおける１つまたは複数の順方向リンクフレ
ーム中のタイムスロットの１つまたは複数のサブスロットの一部分中にパケットの単一の
コピーが挿入され得る。ブロック１３１５において、１つまたは複数のサブスロットの一
部分中にパケットの各コピーがＭ２Ｍデバイス１１５に送信され得る。基地局１０５は、
所定の時間期間が満了するまで、サブスロットの一部分中にパケットのコピーを送信し続
け得る。時間期間は、１つまたは複数の順方向リンクフレームの１つまたは複数のタイム
スロットの長さであり得る。一実施形態では、基地局１０５は、所定の数のコピーが送信
されるまでパケットのコピーを送信し続け得る。送信すべきパケットの所定のコピー数は
、基地局１０５とＭ２Ｍデバイス１１５との間の信号の強度に基づいて判断され得る。一
構成では、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、パケットを正常に復号し、復調するために必要とさ
れるパケットのコピー数を推定し得る。推定されたコピー数は基地局１０５に通信され得
る。基地局１０５は、パケットの推定された数のコピーをＭ２Ｍデバイス１１５に送信し
得る。
【０１２２】
　[0137]したがって、方法１３００は、順方向リンク通信上でパケットをフォーマットす
ることによって、Ｍ２Ｍデバイス１１５の効率的な電力節約を実現し得る。方法１３００
は一実装形態にすぎないこと、および方法１３００の動作は、他の実装形態が可能である
ように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１２３】
　[0138]本明細書で説明した技法は、Ｍ２Ｍシステム、セルラーワイヤレスシステム、ピ
アツーピアワイヤレス通信、ワイヤレスローカルアクセスネットワーク（ＷＬＡＮ）、ア
ドホックネットワーク、衛星通信システム、および他のシステムなど、様々なワイヤレス
通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は
、しばしば互換的に使用される。これらのワイヤレス通信システムは、符号分割多元接続
（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交Ｆ
ＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および／または
他の技術など、ワイヤレスシステムにおける多元接続のための様々な無線通信技術を採用
し得る。概して、ワイヤレス通信は、無線アクセス技術（ＲＡＴ：Radio Access Technol
ogy）と呼ばれる１つまたは複数の無線通信技術の規格化された実装形態に従って行われ
る。無線アクセス技術を実装するワイヤレス通信システムまたはネットワークは無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ：Radio Access Network）と呼ばれることがある。
【０１２４】
　[0139]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るかまたは特許請求の範囲内に入る唯一の実施形態を表すもので
はない。この明細書全体にわたって使用する「例示的」という用語は、「例、事例、また
は例示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」
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を意味しない。詳細な説明は、説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。
ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。場合によっては、
説明した実施形態の概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造およびデバイス
がブロック図の形式で示されている。
【０１２５】
　[0140]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１２６】
　[0141]本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論
理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個別ハードウェア構成要素、ある
いは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて
実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替とし
て、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ま
たは状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえ
ばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として
も実装され得る。
【０１２７】
　[0142]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲およ
び趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセ
ッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリ
ング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する
特徴はまた、機能の部分が、異なる物理ロケーションにおいて実装されるように分散され
ることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、
本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用さ
れる「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、
ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、Ａおよび
ＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１２８】
　[0143]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もし
くは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任
意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切
に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信
される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外
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線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書
で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－
ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気
的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せ
もコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１２９】
　［0144]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるように提供したものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとな
り、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の
変形形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は
、一例または一事例を示すものであり、言及した例についての選好を暗示せず、または必
要としない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべき
でなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられる
べきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）に
おけるワイヤレス通信のための方法であって、
　Ｍ２Ｍデバイスが、前記Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレ
ームのタイムスロット中に受信されたパケットを復号し、復調することと、前記パケット
が基地局によって送信される、
　前記Ｍ２Ｍデバイスが、前記パケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ
）メッセージが前記基地局に送信される前にスリープ状態に入ることと
を備える、方法。
［Ｃ２］前記スリープ状態に入ることが、
　前記基地局への前記物理レイヤＡＣＫメッセージの送信なしに前記スリープ状態に入る
こと
を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］前記スリープ状態に入った後に、前記パケットの受信を示すための物理レイヤＡ
ＣＫメッセージが前記基地局に送信されない、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ４］前記物理レイヤ順方向リンクフレームの前記タイムスロットが複数のサブスロッ
トに分割される、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］前記パケットのコピーが前記複数のサブスロットの各々中に挿入される、［Ｃ４
］に記載の方法。
［Ｃ６］前記パケットの追加のコピーが前記基地局から送信される間、前記スリープ状態
にとどまること、前記パケットの前記追加のコピーが前記複数のサブスロットの各々中に
送信される、
をさらに備える、［Ｃ５］に記載の方法。
［Ｃ７］前記基地局からパイロット信号を受信することと、
　前記基地局から送信された順方向リンク通信の強度を判断することと
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ８］前記パケットを復調するために必要とされる前記パケットのコピー数を推定する
こと、前記推定が、前記順方向リンク通信の前記判断された強度に少なくとも部分的に基
づく、
をさらに備える、［Ｃ７］に記載の方法。
［Ｃ９］前記タイムスロットが、前記物理レイヤ順方向リンクフレームのページングスロ
ット、ＡＣＫスロット、またはトラフィックスロットを備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１０］前記物理レイヤ順方向リンクフレームの前記タイムスロットを識別することと
、
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　前記パケットを受信するために、前記識別されたタイムスロット中にアウェイクモード
に入ることと
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１１］前記識別されたタイムスロット中に前記パケットを受信するために、１つまた
は複数の無線機をアクティブにすることと、
　前記パケットの受信時に前記１つまたは複数の無線機を非アクティブにすることと、前
記１つまたは複数の無線機は、前記パケットの追加のコピーが送信される前に非アクティ
ブにされる、
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１２］マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）
におけるワイヤレス通信のために構成されたＭ２Ｍデバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、
　　前記Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレームのタイムスロ
ット中に受信されたパケットを復号し、復調することと、前記パケットが基地局によって
送信される、
　　前記パケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが前記基
地局に送信される前にスリープ状態に入ることと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｍ２Ｍデバイス。
［Ｃ１３］前記スリープ状態に入るための前記命令が、
　前記基地局への前記物理レイヤＡＣＫメッセージの送信なしに前記スリープ状態に入る
こと
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ１２］に記載のＭ２Ｍ
デバイス。
［Ｃ１４］前記命令は、
　前記Ｍ２Ｍデバイスが前記スリープ状態に入った後に、前記基地局への、前記パケット
の受信を示すための物理レイヤＡＣＫメッセージの送信をバイパスすること
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ１２］に記載のＭ２Ｍ
デバイス。
［Ｃ１５］前記物理レイヤ順方向リンクフレームの前記タイムスロットが複数のサブスロ
ットに分割される、［Ｃ１２］に記載のＭ２Ｍデバイス。
［Ｃ１６］前記パケットのコピーが前記複数のサブスロットの各々中に挿入される、［Ｃ
１５］に記載のＭ２Ｍデバイス。
［Ｃ１７］前記命令は、
　前記パケットの追加のコピーが前記基地局から送信される間、前記Ｍ２Ｍデバイスを前
記スリープ状態にとどまらせること、前記パケットの前記追加のコピーが前記複数のサブ
スロットの各々中に送信される、
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ１６］に記載のＭ２Ｍ
デバイス。
［Ｃ１８］前記命令が、
　前記基地局からパイロット信号を受信することと、
　前記基地局から送信された順方向リンク通信の強度を判断することと
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ１２］に記載のＭ２Ｍ
デバイス。
［Ｃ１９］前記命令は、
　前記パケットを復調するために必要とされる前記パケットのコピー数を推定すること、
前記推定が、前記順方向リンク通信の前記判断された強度に少なくとも部分的に基づく、
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ１８］に記載のＭ２Ｍ
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デバイス。
［Ｃ２０］前記タイムスロットが、前記物理レイヤ順方向リンクフレームのページングス
ロット、ＡＣＫスロット、またはトラフィックスロットを備える、［Ｃ１２］に記載のＭ
２Ｍデバイス。
［Ｃ２１］前記命令が、
　前記物理レイヤ順方向リンクフレームの前記タイムスロットを識別することと、
　前記パケットを受信するために、前記識別されたタイムスロット中にアウェイクモード
に入ることと
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ１２］に記載のＭ２Ｍ
デバイス。
［Ｃ２２］前記命令が、
　前記識別されたタイムスロット中に前記パケットを受信するために、１つまたは複数の
無線機をアクティブにすることと、
　前記パケットの受信時に前記１つまたは複数の無線機を非アクティブにすることと、前
記１つまたは複数の無線機は、前記パケットの追加のコピーが送信される前に非アクティ
ブにされる、
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ１２］に記載のＭ２Ｍ
デバイス。
［Ｃ２３］マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）
におけるワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　前記Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレームのタイムスロッ
ト中に受信されたパケットを復号し、復調するための手段と、前記パケットが基地局によ
って送信される、
　前記パケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが前記基地
局に送信される前にスリープ状態に入るための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２４］前記スリープ状態に入るための前記手段が、
　前記基地局への前記物理レイヤＡＣＫメッセージの送信なしに前記スリープ状態に入る
ための手段
を備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ２５］前記装置が前記スリープ状態に入った後に、前記基地局への、前記パケットの
受信を示すための物理レイヤＡＣＫメッセージの送信をバイパスするための手段
をさらに備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ２６］前記物理レイヤ順方向リンクフレームの前記タイムスロットが複数のサブスロ
ットに分割される、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ２７］前記パケットのコピーが前記複数のサブスロットの各々中に挿入される、［Ｃ
２６］に記載の装置。
［Ｃ２８］前記パケットの追加のコピーが前記基地局から送信される間、前記スリープ状
態にとどまるための手段、前記パケットの前記追加のコピーが前記複数のサブスロットの
各々中に送信される、
をさらに備える、［Ｃ２７］に記載の装置。
［Ｃ２９］前記基地局からパイロット信号を受信するための手段と、
　前記基地局から送信された順方向リンク通信の強度を判断するための手段と
をさらに備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ３０］前記パケットを復調するために必要とされる前記パケットのコピー数を推定す
るための手段、前記推定が、前記順方向リンク通信の前記判断された強度に少なくとも部
分的に基づく、
をさらに備える、［Ｃ２９］に記載の装置。
［Ｃ３１］前記タイムスロットが、前記物理レイヤ順方向リンクフレームのページングス
ロット、ＡＣＫスロット、またはトラフィックスロットを備える、［Ｃ２３］に記載の装
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［Ｃ３２］前記物理レイヤ順方向リンクフレームの前記タイムスロットを識別するための
手段と、
　前記パケットを受信するために、前記識別されたタイムスロット中にアウェイクモード
に入るための手段と
をさらに備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ３３］前記識別されたタイムスロット中に前記パケットを受信するために、１つまた
は複数の無線機をアクティブにするための手段と、
　前記パケットの受信時に前記１つまたは複数の無線機を非アクティブにするための手段
と、前記１つまたは複数の無線機は、前記パケットの追加のコピーが送信される前に非ア
クティブにされる、
をさらに備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ３４］マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）
においてワイヤレス通信を管理するためのコンピュータプログラム製品であって、前記コ
ンピュータプログラム製品は、
　前記Ｍ２ＭワイヤレスＷＡＮにおいて物理レイヤ順方向リンクフレームのタイムスロッ
ト中に受信されたパケットを復号し、復調することと、前記パケットが基地局によって送
信される、
　前記パケットの受信を示すための物理レイヤ肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが前記基地
局に送信される前にスリープ状態に入ることと
を行うためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３５］前記スリープ状態に入るための前記命令が、
　前記基地局への前記物理レイヤＡＣＫメッセージの送信なしに前記スリープ状態に入る
こと
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ３４］に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ３６］前記命令は、
　Ｍ２Ｍデバイスが前記スリープ状態に入った後に、前記基地局への、前記パケットの受
信を示すための物理レイヤＡＣＫメッセージの送信をバイパスすること
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ３４］に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ３７］前記物理レイヤ順方向リンクフレームの前記タイムスロットが複数のサブスロ
ットに分割される、［Ｃ３４］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３８］前記パケットのコピーが前記複数のサブスロットの各々中に挿入される、［Ｃ
３７］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３９］前記命令は、
　前記パケットの追加のコピーが前記基地局から送信される間、前記Ｍ２Ｍデバイスを前
記スリープ状態にとどまらせること、前記パケットの前記追加のコピーが前記複数のサブ
スロットの各々中に送信される、
を行うために前記プロセッサによってさらに実行可能である、［Ｃ３８］に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
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